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データベース は、わが 国の情報化 の進展 上、重要な役割 を果 たす もの と期待 さ

れている。今後、デー タベース の普 及 によ り、わが国 にお いて健 全な高度情報化

社会の形成が期待 され る。さ らに海外 に対 して提供 可能なデータベー スの整備 は、

国際的な情報化へ の貢献お よび 自由な情報流 通の確 保 の観点か らも必要で ある。

しか しなが ら、現在わが 国で流通 して いるデー タベー スの中で わが国独 自の もの

は1/3に す ぎな いのが現状で あ り、わが 国デー タベースサー ビスひ いて はバ ラ

ンスある情報産業 の健全な発展 を図 るた めには、わが 国独 自のデー タベー スの構

築およびデー タベー ス関連技術 の研 究 開発 を強 力に促進 し、デ ー タベー スの拡 充

を図る必要が ある。

このよ うな要請 に応 えるため、(財)デ ー タベース振興セ ンターで は 日本 自転車

振興会か ら機械工業振興資金 の交付 を受 けて、デー タベー スの構 築お よび技術 開

発 について民 間企業 、団体等 に対 して委託事 業 を実施 して いる。委託事業 の内容

は、社会的 、経済 的、国際的 に重 要で 、また地域お よび産業 の発 展 の促進 に寄 与

す ると考 え られ ているデー タベー ス の構築 とデー タベー ス作成 の効率化 、流通 の

促進、利用 の円滑化 ・容 易化 な どに関係 した ソフ トウェア技術 ・ハー ドウ ェア技

術で ある。

本事業 の推進 に当って、当財 団 に学識経 験者 の方 々で構成 され るデー タベース

構築 ・技術 開発促進委員会(委 員長 東 海大学教授 上條史彦氏)を 設置 して いる。

この 「戦前期雑誌記事索 引100万 件 の第1期 データベース構築」 は、平成11年 度

のデー タベー ス の構 築促 進お よび技 術 開発 促進事 業 と して実施 した課題 の一 つ

で 、当財 団が株式会社皓星社 に対 して委託実施 した ものである。

なお、平成11年 度デー タベース の構 築促進 および技術開発促 進事業 で実施 した

課題 は次表 の とお りで ある。

平成12年3月

財 団法 人 データベース振興セ ンター



平成11年 度 データベース構築 ・技術開発促進事業委託課題一覧

区分 NO. 課題名 企業名
一 般 1 認定 サー ビス にお けるデー タベー スの有

効利用 に関す る調査研 究

(株)シ ネ ジャーナ

ル プロダクシ ョン

2 ゲームソフ トにおける知的財産権管理流

通 ビジネスに関する調査研究

京都 リサ ー チパ ー

ク(株)

3 地 形デ ー タを効 率 よ くデー タベー ス化す

る技術開発

(株)セ タ

4 戦前 期雑 誌 記 事索 引100万 件 の第 一期

データベース構築

(株)皓 星社

5 POSデ ータに対す るデータマイニング

手法群の比較研究 と実用化技術の開発

(株)日 経 リサ ーチ

6 北九州産業技術発展の歴史記録の収集 と

データベース化

(株)日 鉄技術情報

セ ンター

地域振興 7 写真デー タベース構築 (株)琉 球新報社

8 バ リア フ リー施設 デー タベー スの プ ロ ト

タイ プ作成

(株)札 幌 ネク シス

9 新居浜市機械産業 にお ける加工技術 ノウ

ハウ継承データベース構築

(株)四 国イ ンター

ネ ッ ト

10 イ ンター ネ ッ トによる ラジオニ ュー ス公

開型デー タベー ス構築

(株)山 梨放送
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戦前期雑誌記事索引100万 件の第1期 データベース構築

株式会社 皓星社
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1.戦 前期雑誌記事索引データベース構築の 目的と動機

1.1戦 前期雑誌記事索 引データベース構築の目的

過去 の雑誌記事 ・論文 な どを検 索す るツール として 「雑 誌記事索 引」 がある。

人文 ・社 会科学 の分野で は、過去の時代そのものが研究 対象 とな るた め、特 に、

遡及的 な雑誌記事索 引は研究 に不可欠な ものである。

このツー ルを持 たず に資料 に向か うことは、あたか も地図 とコ ンパス を持たず

に原生林 に分 け入 るよ うな もので 、到底 目的地に達す る ことはできない。

仮 に、試行錯誤 の末 にた ど り着 けた として も、そ の時 間的労 力的 ロス は計 り知

れな い。

一部 の研究者 ・図書館 司書 には、職 人的な知識 とカ ンで卓抜 な成果 を上 げるも

のもいるが、そ の知 識 はほとん ど 「口伝」 として伝 え られ、誰 もが活 用で きる方

法論 として整理 され てはいない。

わが国の代表的な雑誌記事索引に、昭和23年9月 か ら、GHQの 勧告を受けて国

立国会図書館が作成を開始 し現在まで続いている 「雑誌記事索引」および大宅壮
一が 自らの仕事のために作成 した索引を継承発展させた 「大宅文庫の雑誌記事索

引」がある。

しか し、国会 図書館 の 「雑誌記事索 引」は、当然なが ら昭和23年9月 以前 は検 索

す る ことが できな い し、 「大 宅文庫の雑誌記事索 引」は、そ の成 立の事情か らして

もサ ブカル チ ャー誌 な どには 目配 りがきいて いる反面 、学術 調査 のため に活 用す

るには限界 がある。

したが って、上記2種 の雑誌 記事索 引では、戦前期 の学術雑誌 、専門誌、総合雑

誌な どに掲載 され た論文や記事 を検 索す ることはで きない。

皓星社 は、 これ を補 うもの として、明治初年か ら昭和23年 まで をカバーす る記

事索 引 として活用 で きる目録類 を集成 し 「戦前期雑誌記事索 引」=「 明治 ・大正 ・

昭和前期雑誌記事索 引集 成」全120巻 を刊行 した。

これ は、雑誌記事100万 件超 、執筆者30万 人超 とい う規模 であ り、この完成 によ

り国立 国会 図書館 の戦後 の もの とあわせて明治期か ら今 日まで の雑誌 記事 を一貫

して検索 でき ること とな り、研究者 は文献調査 の時 間 と労力 を大 幅 に短縮で きる

こと となった。

この成果 を踏 まえ、 さ らにデ ータベース化 が各方面 か ら要望 されて きたが 、国

立国会 図書館 は2002年(平 成14年)に は、昭和23年 以降 の雑誌 記事索 引300万 件 を

WEB上 で公 開す る として いる。
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次の課題 は、戦前期 雑誌記 事索 引100万 件超 をデー タベース化す る こ とであ る

が、これが完成す るな らば、わが 国の雑誌記 事は、明治 の 「雑誌」発祥か ら戦前 ・

戦 中 ・戦後一貫 して コン ピュー タによる検 索が可能 とな る。

自国の雑誌 に対 す る こうした検索体 制 を完備 して いる国は少な く、国内は も と

よ り国際的に も学 術研 究 に寄 与す る ところ大 と考 える。

本データベース構築 は、戦前期雑誌 記事索 引100万 件超 のデータベース構築 の端

緒 を開くものであ りそ の一部 をなす もので ある。

今回のプロジェク トの位置づけ(概 念図)

皓星社の索引集成

明

治

初

年

昭

和

23

年

NDLに よ り

2002年Web上 で

公 開予定

現
在
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1.2「 明治 ・大正 ・昭和前期雑誌記事索引集成」企画の動機 となった

「水野広徳著作集」

皓星社 で は、1993年(平 成5年)か ら株式会社南海放送 の委託 を受 け 「水 野広 徳

著作集 」 を編纂す る こととなった。

(水野広徳 ・海 軍 中佐 時代 の写真)
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水野の人物 と業績 について は 「朝 日人物事典 」 に次 のよ うに記述 されて いる。

水野広徳(1875.5.24～1945.10.18)海 軍軍人で平和主義者

愛媛県生 まれ。1898(明 治31)海 軍兵学校 卒。海軍大尉 の時第ll号 水 雷艇 の艇

長 と して 日露戦争 の各海戦 に参加。戦後 、軍令部で 日露海 戦史 の編集 にたず さわ

り、別 に個人で 日本海海戦 の戦記 「比一戦」 を刊行 してベス トセ ラー とな る。第

1次 大戦 と大戦直後 の2度 にわ た りヨー ロッパ に私費留学 し、反戦 平和の思想 を

抱 くようにな り、1921(大 正10)年 に大佐で予備役 に編 入。22年 軍 備縮小同志会

を作 り 「中央公論」そ の他 の誌 上で軍 縮 を主張 した。そ の後 も平和 運動 を続 けて

33(昭 和8)年 には極東平和友 の会 の発起 人 とな った。日米 非戦論 を唱 えて いたた

め、戦時 中は活動 を封 じられ た。伝記 に松下芳男著 「水野広徳」 が ある。

南海放送は、水野の出生地である愛媛県の民放テ レビ局であ り、創立40周 年を

控えその記念事業 として水野め著作集を企画 したものである。

皓 星社 は、立教大学 教授粟屋 健太 郎氏 、静 岡県立 大学教授 前阪俊之氏 、南海 放

送副社長(当 時 ・故 人)大 内信 也氏 を編集委 員 に委 嘱 し編集 作業 を開始 した。

編集 にあた り、準備 作業 として、水野 の 「著作 目録」 の作 成 に着 手 したが、直

ち に大きな障害 に直面 し困惑す る こととな った。 、

それ は、水野が一部 の研究 者 には高 く評価 されなが ら、一般的 には ほとん ど無

名で あるた め先行研究 がほ とん どな く、特 異な軍事評論 家 ど じて 重 きをな して い

たに もかかわ らず論文掲載誌 の多 くが不 明な ことで あ った 。1'・い

桃山学院大学教授(当 時)太 田雅夫氏は、昭和59年 の論文で 「先ず完全なる 『水

野広徳著作 目録』と詳細な 『水野広徳年譜』を作成す ることが未決問題 となるこ

とであろう」として 「研究を進める一助になればと思 いぷ水野が剣と別れてか ら

の評論活動の主な舞台であった 『中央公論』に掲載 された論文¢)二覧表を付 して

拙稿を終わ りたいと思 う」 と結んで 「中央公論」掲載論文70種 を挙 げている・

「中央公論」 「改造」 といった現在で も著 名な雑誌 を別 とじでご水 野が どのよ う

な雑誌 に執筆 して いたか は、 まさに雑誌記事索 引がな けれ}ざ1.雑 誌 をかたっぱ し

か らめ くって偶然の出会 いを待 つよ り方法がな い。 。∴ パ ら.

水野広徳著作集 の実際 の編集 作業 を通 してわが国 の戦 前期 にお ける雑誌記事索

引の不備 を痛感す る こととな った。㌻"t,・,,

したが って 、「水野広徳著 作集」編纂の仕事は、先ず戦 前期 におけ る雑誌記事索

引の調査 とい う1一 見迂遠 な方法で 開始 され た。 い 、.

しか'し、調査 してみ ると、戦前期 にお いて も現在 に勝 る とも劣 らぬ索 引に対す

る深い認識 と実際たす ぐれた索引が各種作成されていた ことが判明 した。
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それ をわれわれ が活用 していないのは、単 にそ れ 自体が後述す るよ うに雑誌 に

掲載 されて いたた めそ の雑誌 と ともに埋 もれていたた めで ある。

また、存在 を知 って いて も掲載誌 を もれな く集 め通 覧す る とい う作業 に耐え ら

れな い と考 え られて きたた めで ある。

そ して、 どのよ うな索 引が どれ くらいの期 間でて いた のかな どの全体像 も把握

されて いなか った ためで ある。

水野 の執筆 目録作 りを索引の調査か ら始 めた ことは、優れ た索 引 との出会 いを

通 して 、結果 的には最 も効率 の良い近道で あった。

索 引の持 つ威 力 をあ らためて認識 し、それ が冊子 体 「明治 ・大 正 ・昭和 前期雑

誌記事索 引集成 」の企画 とな り、本データーベース構築 に連 なる ことになった の

である。

そ こで順序 として 、前 史 としての 「明治 ・大正 ・昭和前期雑誌記事索 引集成」

刊行 に至 る経緯 を次 に略述す る。
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2.「 明治 ・大正 ・昭和前期雑誌記事索引集成」(冊 子体)の 意義 と制約

2.1戦 前における雑誌記事索引

2.1.1雑 誌 記 事 索 引 の 意 義

索 引の意義や定義 について 、弥 吉光長氏 は次 のよ うに定義 して いる。

「索 引(Index)と はラテ ン語 のIndicateか ら出て いてrさ し示す』 を意味 して

いるが 、これ こそ索 引の一般 的 目的で ある。目次(Contents)目 録(Catalog)書

目(Bibliography)索 引(Index)と 似 たよ うな ものが あるが 、そ の差 異は適宜 な

ものでつ けに くい。目次 は本 文 の記述順 あ るいは分類順 に本文 の 目にある もので 、

索 引の原始形態で ある。書 目は多数 の図書 の題 目を列記 した もので索 引の一形式

と考 え られ る。 目録 は内容 の羅列 であ る。索 引は図書 ・新 聞 ・パ ンフレッ ト類 の

資料 の内容 の中か ら、著者 ・人名 ・書名 ・引用名 ・語 ・句 ・主題 ・法規 の条文 ・

化学式 ・外 国語 ・図版 ・歴史 的年代 等 々の項 目を各 々索 出 して検索 の便利 なよ う

に編成排列 した もの と定義す る ことがで きる。」

雑誌記事索 引につ いて は、そ の意義 を次 のよ うに言 う。

「雑誌 論文 ・本 の中の一 節 ・詩、歌、随筆等 は目録だ けで は利 用す るの に不十 分

で、索引 されて初 めて真 の利 用が 出来 るわ けである。」

「各種雑誌 に分載 されて い る論文 を抜 き出 して編成 した ものが雑誌(記 事)索 引

で、非常 に面倒 な ものであ るが、雑 誌 目録 だけで は雑誌 の論文 は地下 にうず もれ

た資源 の よ うにな って しま うので、雑 誌索 引を ど うして も作 らな けれ ばな らな

い。」
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2.1.2日 本での最初 の雑誌記事索 引

わが国で 「雑誌 」と冠 された名前の始 ま りは、慶応3年 創刊 の 「西洋雑 誌」で あ

るといわれ る。

明治初期 にお け る旺盛な西洋文化吸収 の気運 は、誕 生間 もな い図書館 界 にお い

て も例外で はな く、出現 ほどな く膨大な数 に上った雑誌 記事の索 引を作 成す る こ

ととな った。

元国会図書館の稲村徹元氏の研究で知 られるようになったが、 日本で初めての

「雑誌記事索引」は東京に於いてではなく金沢の石川県勧業博物館(図 書館も兼ね

る)に 於いて明治24年 か ら28年にかけ、明治初年か ら明治27年 をカバーす る索 引

集が3冊作 られた。

その編纂意図は第1巻 の巻頭 に次のように示されている。

「官報公報府県勧業年月報其他雑誌中二就キ農商工業上二益アルモノヲ分類摘

目シ以テ捜索二便ス」

この索 引作成 を実際 に担 った のは、武蔵規 一郎(1839～1904)と い う旧金沢藩

士で、稲村 の論文 の他 「金沢武蔵 家おぼえ書」(中 村 春江著1979年 私家版)に 記 さ

れて いる。

その年表 によれ ば、

1890年9月6日 県立勧 業博物館 臨時傭 とな る月給7円

11月19日 発行 北陸新報 に博物館の四傑 として武蔵編 集 を以て鳴 る とある

11月20日 同右農 商務省へ勧業諸報標 目を編集 して送 り嘆称せ らるる とある

とい う経緯 であ った。

続 いて 明治25年8月8日 号か ら 「早稲田文学」に 「近刊 諸雑誌」 「彙報」な どの名

で 「読者が検 索の便 に資せ んため今後各号 比項 を設 けて毎半 ヵ月新 聞紙 上 の文学

的現象 を 目次 的 に列挙すべ し」 と して、新聞 ・雑 誌の索 引を掲載 した。

社会科学分野 では、カ レン トの索 引 として 明治42年 以 降 「国民経済雑誌」に 「最

近 ノ経済学界 」の連載が 開始 され 、累積 的な もの として 「法律経済論題 輯覧」正

続(明 治41、43年)が 刊行 された。
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2.

また、学問の性質上 、医学、化学 な どの 自然科学分野 で ははや くか ら索引専 門

誌が刊行 されてきた。

1.3戦 前 にお けるカ レン トな雑 誌記事索引の概要

戦前 にお けるカ レン トな雑 誌記事索 引は、おおよそ次 のよ うな文献 によ り概 要

を知 る ことが出来 る。

・ 「雑誌論文索 引そ の他」 青木 実 『書物展望』2巻9号(昭 和7年)

・ 「逐次発表の書誌」天野 敬太 郎 『東京堂 月報』 昭和15年12月 号

・ 『雑誌論文索 引抄録所載 刊行物調査』社団法 人調査研 究連盟昭和18年12月

・ 「法律関係雑誌 記事索 引の解 説 と紹介 」『最高裁判所 図書館 図書 月報』48号 付

録(昭 和33年ll月)

そ して社会科学分野 では、 これ らを もとに さ らに博捜 を加 えて ま とめた 目録が

次である。

・ 『日本 にお ける社会科 学系雑誌記事索 引と抄録一 明治期 よ り昭和20年 まで

資料編[未 定稿]』 宮 地見記夫編(草 稿)1980年9月

凡例 に 「この書誌 は、わ が国(旧 植民地 を含む)の 明治期 よ り昭和20年 まで

の社会科学 とそ の周辺領域 の

(a)雑 誌 、紀要 な どの刊 行物 に継承 して掲 げ られた雑誌記事索 引 ・抄録

(b)記 事索 引お よび抄録 の専 門誌

(c)少 数 の図書形態 に まとめ られた記事索 引 と抄 録

を収録」

と記 して いる本 目録 が 「未 定稿」 といいなが ら125種 を集 め最 も詳細 な もの

である。

「明治 ・大正 ・昭和前期雑 誌記事索 引集成」の制作 にあたって特 に重要な資料

となったので 、末尾 に 「参 考資料」 と して列挙す る。
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人文科学分野 では 、宮地 氏の よ うな仕事はな されなか ったよ うであ るが、最近

になって、

・「明治 ・大正 ・昭和前期 にお ける雑誌記事索引小史一 国文学 ・歴史学 を対象 と

した索 引 を中心 に」堀込静香 『鶴見大学紀要』第34号(1997年3月)

が発表 され、一般 に も概 要が あき らか にな ったが、本論文 は皓星社版 『明治 ・大

正 ・昭和 前期 雑誌記事索 引集 成』 の編者 の一人で あった筆者 が、編纂過 程で えた

知見 を まとめた もので ある。
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2.1.4戦 前 にお ける累積版 の索引書

人文科学 ・社 会科学分 野で は、 自然科 学 と異な り過去 の累積版へ のニー ズも高

く、各種作成 され て いる。

それ らの主要 な ものは次 の とお りで ある。

・ 『法律経済論題 輯覧』(既 出)

・『法律経済社 会論文総 覧(正 続)』 天野敬太郎編 昭和2 、3年雑誌96種 の

創刊号か ら1927年 迄 の主要論文 を採録。総頁1790。

・ 『経済法律文献 目録(1 、2輯)』 神戸 商大商業研 究所昭和2、6年 雑誌331種 、

新 聞22種 の1916～1930年 を収録。 『国民経済雑 誌』に掲載 の索 引の累積版。し

たがって以降 は同誌 に掲載。

・ 『経済学文献大鑑1～4』 大 阪商大財政編 、貨 幣金融編 、商工編(上)

・ 『邦文雑誌記事 索 引』東 京市政調査会1927年1925 .1か ら1927.6迄 の都 市 ・行

政問題 に関す る記事 索 引。 これ以降 は同会 発行 の 『都市 問題』 に連載 。

・ 『満鉄調査課備付 資料索 引 目録1-4輯 』南満州鉄道庶務部調査課 昭和3-9

これ ら、戦前期 の索 引作 成 にあた って は、実 際の作成者 を別 に して 、内務大 臣 ・

東京市長 ・満鉄総裁 を歴任 した後藤新平 の理解 が大 き く寄 与 している とい う従来

あま りしられて いな い事実 が あ り、また 、多 くの索 引作成 を担 った高等 教育機 関

にお いては、帝 国大 学 は比較 的 関心が薄 く、多 くは高等商 業 ・商大 、高等師範 ・

文理大 において作 られて い るとい う興味深 い事 実 もあるが 、本報告 では指摘 に と

どめる。
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2.2「 明治 ・大正 ・昭和前期雑誌記事索引集成」の意義 と有効性

2.2.1「 明治 ・大 正 ・昭和 前 期 雑 誌 記 事 索 引集 成」の 意 義

以上 に見 るよ うに、戦前期 といえ ども雑誌記事索引は、おび ただ しく作 られて

いて、今 日われ われが これを活 用 し得な いのは、ひ とえに これ らが埋 もれ て しまっ

て いて存在 自体 を把握 しえて いな いか らに過 ぎな い。

カ レン トな索 引は、当然なが ら記事 ・論文 の掲載か ら索 引化 まで タイ ムラグの

短縮が要求 され るた め、索引専門雑誌や雑誌 の巻末な どに逐次掲載 され る。

したが って、今 日の時点で遡及 的な検 索 のツール と して利用す る場合 、掲載誌

自体 を欠号 な く揃 える ことが必要 とな る。

しか も、当時の価値観において取捨選択 されているそれぞれの索引か ら今 日の

視点で求める論文を検索 し欠落 を防 ぐためには、なるべ く多 くの種類の雑誌を調

べ比較参照することが望ましいが、所在がまちまちな雑誌を比較参照することは

よ り一層困難な作業である。

以上 もまた、実 際に索 引類 を発 掘 し 目録作成 のため に使 って作 業 した経験か ら

の実感で あ り、 この ことの困難 さが、従来 、索 引の有効性 を承知 しなが ら、利用

されな いで埋 もれ させてきた真 の原 因で ある と考 え られ る。

こうした実際の 目録作成 にあた って の索 引の必要性 と、次項で述べ るよ うに「水

野広 徳著作 集」 のための調査 の過程 で実感 した有効性 をふ まえて 「明治 ・大正 ・

昭和前期雑 誌記事索 引集成」(以 降、 「戦 前期雑誌記事索 引」と言 う。)の 制作 を決

定 した。

制作 にあた って は、

・石 山洋(東 海大教授 ・元 索 引家協会会 長)

・稲村徹元(埼 玉純真女子短期大学教授)

・大久保久雄(東 海大学講師)

・宮地幹夫(元 一橋大学経済研究所資料調査室 ・千葉商科大学)

・掘込静香(鶴 見大学女子短期大学部助教授)
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の各氏 に編集委員 をお引受 けいただ き、基 本方針 を練 り上 げた。

日本 の雑誌記事 索引の全貌 をあき らか にす るための基礎 作業 として まず着 手 し

たのが、各種索 引が採録対象 と して い る時期 と分野 を一覧で きる年 表 の形 にして

み る ことで あった。

(次ペー ジ折 り込 み参 照)
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これ によ って、各種索 引がお互 いに補 い合 うことによ り、戦 前期全般 にわた り

一定 のカバ レッジがな され る ことが判明 した。

収録期 間が1年 程度 の短期 間で終わ った もの、収録 内容が 非常 に狭 い もの を除

き、原則す べての 「雑誌記事索 引」 を集成 しよ うとい う方針 を立 てた。

「戦前期雑 誌記事 索 引」は、1993年12月 の方針確立か ら1994年11月 の社会科学編

第1回 配 本、そ して1997年12月 の人文科学編第10回 配本 まで、約4年 の歳 月をか

けて刊行 された。

社会 科学 編人文科 学編合 せて全120巻 、記事 ・論文数100万 件 超 、執筆 者数100

万件超 、84,000ペ ー ジ超 とい う膨大 な 「知 のツール」 として完成 をみた。
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2.・2.2「 戦 前 期 雑 誌 記 事 索 引」の 有効 性

「戦前期雑誌記事索引」のための戦前における雑誌記事索引の収集 と 『水野広徳

著作集』の執筆目録作 りは平行 して行われた。

着手 した時点で 、われ われが把握 しえた水野 の著作 は 『中央公論』 を中心 に7

～80点 に過 ぎなか ったが、1995年7月 の著作集刊行 時点で は250余 点 に達 した。

これ は、戦前の雑誌記事索 引類か ら、 「水野広徳 」 を検 索 した結果で あった。

南海放送副社 長大 内信也氏(著 作集編集委 員)は この編集過程で、明 らかになっ

た多 くの新知見 をま とめ、水野 の伝記 『帝 国主義 日本 にNOと 言 った軍 人水野広

徳』 をまとめ1本 書 は、著作集 とともに高 い評価 をえた。

著作集刊行時、水野の論文数 は,編 集作 業開始以前 の70編 か ら250点 以 上 になっ

たが 、索 引によって知 り得 た のは、 この うちの約 半数程度で ある。

他 は、雑誌Aに 水 野が執筆 している ことを索 引で知 り、念のため にそ の雑誌 の

総 目次な い し現物 にあたってそれ以外 の論文 を発見 す るという手順 によった。

この ことは、一見 、索 引 の不備 を示 すよ うで あるが、索引がな けれ ばそ の雑誌

Aに も行 き着か なかった ことを考 えれば、決 してそ うではな く、む しろ索 引の有

効性 を示す ものである と、実 際の調査 ・編集作業 において索引 を使 って成果 を上

げた経験か ら断言で きる。
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「戦前期雑誌記事索 引」=「 明治 ・大正 ・昭和前期雑誌 記事索 引集成」の出版 に

よって、研究者 は、研究 の基 礎 ・前段階で ある 「重 要だが長 時間 にわた る単純な

目録作成」な どの作業 か ら解 放 され 、 よ り創造的 な研 究者本来 の仕事 に専念で き

る環境 を得 る ことがで きた のであ る。'

大学図書館、公立の 中央 図書館 を中心 に、「戦 前期雑 誌記事索 引」は数多 くの と

ころで利用 されて今 日に至 って いる。'し

(参考 に 「索 引集成」 のパ ンフ レッ トを次 ページ以下 に示す)
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年 代

人 文 一 般

思想 ・哲学

日 本 史

史

理

育

洋東

地

教

風俗・民俗学

建 築

映画 ・演芸

文 学

学

史

学

学語

洋

教

学故

英

西

仏

画

1867～767778798081828384858687888990919293949596979899190001020304050607080910111213141516171819202122232425262728293031323334353637383940414243444546474849505152535455565758596061626364

シド∵雑 誌 記 事 索 引 集 成

・ 人 文 科 学 編 年 表
夢 ご

16巻 「読 者標 」 ㊨63巻 「文献目録1」 文献目録2」 「新聞雑誌執筆者別一覧」

29巻「新聞雑誌時言一束」
一

29巻「新聞雑誌管見」一 29巻「雑誌新聞要目」
一

29巻「雑誌要目」一 ●9巻『科学一
『科学年鑑第2集 』

『科学 年鑑 第3集 』

50巻 『文 学 ・哲 学 ・史学 ・文献 目録4』 『文 科系 文 献 目録16』

9巻 「東亜学術思想界」

11巻r綜 合国史論文要 目j

31巻 「最近五 カ年間哲学関係論文 目録」 一
21巻 『史学研究の栞』「文科諸雑誌索引」『日本歴史地理論文 目録』 12巻 ～15巻 『昭 和4～18年 の国 史学界 』

21巻 「最近歴史地理学界片影」 22巻 「最近歴史地理学界一覧」 23巻 「論 文 一覧 」 23巻 「論 一 覧」

34巻 「新刊諸雑誌の考古資料」
H

43巻 「諸雑誌所載参考論文一覧」 「維新史研究資料索引」

34巻 「最近考古学関係資料」 34巻 「最近考古学関係要目」

23巻 「歴史地理学関係論文 目録最近史学関係論文一覧」

34巻 「最近考古学関係論文」

30巻 『大学高等専門学校教職員著書論文 目録、歴史学篇 ・地理学篇』
-

36巻 『史学文献 目録』1『文学 ・哲学 ・史学 ・文献目録8』

24巻 『日本期刊38集 中東方学論文篇 目附引得』

25巻 『175種日本期刊中東方学論文篇 目附引得』

38巻 『中国思想 ・宗教 ・文化 関係 論文 目録』 『文学 ・哲 学 ・史学 ・文 献 目録10中 国哲 学 ・思想 編』

39巻r増 刊改訂邦文歴史学関係諸雑誌東洋史論文要目』

10巻 『大東亜建築論文索引』

35巻風俗史に関する雑誌要目、学界消息、雑誌叢欄－

l

l

l
30巻r大 学高等専門学校教職 著書論文目録、歴史学篇 ・地理学篇』1

文献」「在外邦人8弟 の教育関係邦文文献」「本邦移植民1拓 殖教育関係文献」1

45巻r文 学 ・哲学 ・史学1・文献 目録7』 『戦後における関係論文 目録』

1～3巻 「国 語 国文研 究雑 誌索 引(1)(2)(3)」 3巻 「雑誌要目」

5巻 「雑誌要目」

1
●=叢 欄」1

:
1-1

7巻 『国語国文学論文総目録』1『文学 ・哲学 ・史学文献 目録6j4巻「雑誌所載論文 目録」
●■一 ー ー一一一 一● ●一－

l

l

6巻 「雑誌要目」1

26巻 「新刊新聞雑誌」「新聞雑誌文学細見」「新聞雑誌文学一覧」 27巻 「新聞雑誌文学一覧」 28巻 「新聞雑誌文芸一 」 28巻 「創作 ・評論 ・戯曲」
H

28巻 「新聞雑誌文学一覧」

33巻 「最近 日本文学研究文献 目録」「雑誌要目分類」「雑誌分類要 目」「戦後主要論文文献目録」

41巻 『明治大正短歌大年表』

47巻 『文学 ・哲 学 ・史 学 ・ 献 目録1』 『文 学 ・哲学 ・史 学 ・文 献 目録1補 遺』 『文科 系 文献 目録21』

42巻 『明治全小説戯 曲大観』『続明治全小説戯曲大観』

46巻 『現代 日本文学大年表』
一

8巻 「新聞雑誌英学一覧」

48巻'「 万葉 学年 報」 『万 葉集 研 究年 報1～6集 』

49巻r万 葉集研究年報7～11fii
－

37巻 「西洋史文献 目録」 「我国西洋史学界展望」「昭和11年 ～16年度我国西洋史学界の状況」

40巻 『改訂増補仏教論文目録』

44巻 『文学 ・哲 学 ・史 学 ・文献 目録2』 『文 学 ・哲 学 ・史学 文 献 目録9』

注:㊨ とは社会科掌編のことである





年代

社会科学一般

近代 アジア(含南洋)

政 ム
ロ

、Ψ

去」 律

経 済
(含商学)

社 会
(含都市問題)

農 業
(林業)

1867.-7475767778798。8182838485868788899・91929394959697989919…1・2・3・4・5・6・7・8・gl・1112131415161718192・2122232425262728293・3132333435363738394・414243an4546474849505152

1巻 『勧業諸報評 目』

21巻～24巻
『雑誌重要記事目録』

－
ll巻 「新刊邦文雑誌重要記事」(1)12巻 「新刊邦文雑誌重要記事」(2)

'26巻
r30巻 「主 要 雑誌 論 文 一 覧」

10巻 満鉄調査課備付資料 「索引 目録』(1) 18巻 『索引 目録 』(2)19巻 『索 引 目録 』(3)20巻 「索 引 目録 』(3)

35巻 ～39巻 「南支那及南洋関係重要記事索引」
● 36巻 ～39巻 「支那満蒙関係雑誌重要記事索弓

37' -38↓Ut関 、 記 、●一 「一 ーーー一 一 一一 』一
ロー
61

63巻64巻 「文献目鍵iも
一
64巻 「雑誌執筆者一1覧」

-
65巻 『科学年鑑』第1集　 灘

第・集

60巻 『南 洋 文献 目録 』(増 補 版)

605*ET.,言 己 、

一 9巻(遺編)

61巻「朝鮮関係図書論文目録」
一

7巻8巻 『法政経済社会論文総覧』

2巻 『法律経済論題輯寛』 正編 3巻(続編) 5巻6巻 『経済法律文献 目録』 15巻16巻 『経済法律文献 目録』

62巻 『国際法及国際私法論題彙輯』

7巻8巻 『法政経済社会論文総覧』

4巻『政治法律経済に関する論説』
一 9(追)

13巻 「雑 誌 論文 一 覧」 「法 律論 題 」(r判 例研究j掲 載)

14巻 「法律 論 題」(「法律評謝 掲載) 26巻30巻 「法 律論 題 」41巻ny45巻 「法 律 論題 」 56巻57巻59巻 「法律 論 題 」

2巻 『法律経 済論題輯覧』(正編)

50巻 『大 学 高等 専 門 学校 教職 員 著 書 論 文 目録 』(論 文の部分は1938よ り)

3巻(続編) 5巻6巻 『経済法律文献 目録』

36巻 ～39巻51巻 一52巻

「社会 経 済 史学 文献 目録」

15巻16巻 『経 済法 律 文 献 目録 』26巻 一30巻 「最 近 の経 済学 界 」41・ ・45巻 「最 近 の経 済 学界 」56巻 「最 近 の 経 済 学界 」

4

4〕

に る

9巻(遺編)

38巻39巻 「文献 解 題51巻 〆57巻 「文 献 解題 」一
7巻8巻 『法政経済社会論文総覧』

口理 ニ ス ル

51巻52巻 『内国雑誌重要記事雑誌』
一

68巻「最近の文献」
一

34巻 学 説 産 合理 』 口理 ヒに関 る邦
47 2

48

49『

3

4 工

40巻 『経済地理学文献総覧』

7巻8巻 『法政経済社会論文総覧』
9(追 編

▼

15巻16巻 『経済法律文献」ヨ録』

.56巻57巻59巻 「都市 問題雑…遍己事矧 」

68巻r都 市問題関係文
一

」
1

: 鞠

▼17巻 「都市問題雑誌記事索引」26巻 り30巻41巻》45巻 「都市問題雑誌記事索引」

25巻 「雑誌掲載社会問題姦 記事」1社 会問題 関係主曇雑誌記事 目録」
●6g巻 「法令 を中心 とせる労働関係文献 目録』 ▼

●70巻 『農村生活文献 目録』
●

6蜷 ●「労働 問題文
●70巻 『戦後 日本の農村研究 に関する文献 目録』

15裏6巻 『経済法律文献 目録』
●

31巻 『農学エ献 目録』(第1輯):
● ＼32巻(第2輯)

33巻 『林業林学二関スル論文及著書分類 目録』(第1輯,第2輯)『台湾林業林学二関スル論文著書分類 目録』

50巻 『大学高等専 門学校教職員 著書論文 目録』経済学篇(論文の部分は1938より)

46巻r経 済学文献大鑑』[第1巻 財政編]
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`W"'、W"'、 、V"・N、V"'、W"'、W"・ 、W"・ 、W〃 ・、W〃 ・、W〃 ・、、V〃 ・W〃 ・、W〃 ・、W〃 ・、W〃 ・"v〃 ・、W〃 ・、、V〃・NNV〃・"V〃 ・NNN

「

.

本
集
成
の
特
色

Ω
堅
ほ
し
た
網
日
性

こ
の
雑
誌
記
事
集
成
は
、
明
治
初
年
か
ら
昭
和
23
年

(国
会
図
書

館
の
雑
誌
記
事
索
引
作
成
開
始
の
年
)
ま
で
の
、
雑
誌
細
事
索
引

類
を
徹
底
的
に
集
大
成
し
た
も
の
で
す
。

●
埋
も
れ
た
索
引
の
再
発
掘

こ
れ
ら
の
索
引
類
の
多
く
は
、
専
門
雑
誌
な
ど
に
連
載

・
分
載
さ

れ
て
い
る
た
め
潜
籍
態
の
累
積
版
を
刊
行
し
た
少
数
の
例
外
を
除

き
、
活
用
n
体
が
困
難
な
た
め
多
く
は
分
散
し
、
埋
も
れ
て
し
ま

っ
て
い
ま
し
た
。

●
日
本
で
可
能
な
限
り
の
検
索
を
実
現

し
た
が
っ
て
、
戟
前
期
の
雑
誌
記
事
を
調
べ
よ
う
と
し
た
時
、
こ

の

「集
成
」
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
、
い
ま
日
本
で
可
能
な
限

り
調
査
を
す
ま
せ
た
の
と
同
じ
で
す
。

●
■
査
の
暗
闘
と
労
力
を
削
減

こ
の
集
成
の
刊
行
に
よ
り
、
膨
大
な
時
間
と
労
力
を
要
す
る
文
献

調
査
の
能
率
が
劇
的
に
向
上
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
調
査
の
遺
漏

も
な
く
な
り
ま
す
。

懲

…ひ

.

・

.

一ー

●NDLの1維 索」は戦後(昭 和23年 以降)記 事索引です。

『明治 ・大正 ・昭和前期 雑誌記事索引集成』は 「雑索」以前の時期を総

力八一する雑誌記事索引です。

 

●

て

イ　
　

雇

－

W

ヌ

●記事索引は、特に文科系(社 会 .・人文科学系)の 場合、戦前期の方がより
重要といわれています。:

● 「雑索」に続けて、 『明治 ・大正 ・昭和前期 雑誌記事索引集成』をそろ
える事で明治初年から現在までの雑誌記事が空白なく検索出来ることにな り

ます。

"A".IIANS."A"・'zA".ttANN・ 」"A"・"A"●LltA、N・i'A"・i'A"・',A、 、・"A"・IIA"・IIA"・ltAIN・tlA"●ltANS・IIANN●IIANN・IIA
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'・NNV".NNV〃… げ6蜥 オ◆…1…7・ 醐'・、w…7」 洲7●、醐 ・… ●綱7綱7醐 … ….…76㎜ ●」4NVII・

譲
鎌
蕪

遍

好
評
の
社
会
科
学
編

・
人
文
科
学
絹
に
続
く
第
3
弾
!

専讐

門ポ

書塾
主`二成
Dpc、

編

 

■
本
編
は
、
そ
の
困
難
さ
か
ら
い
ま
ま
で
未
着
手
で
あ

っ
た
、
雑

誌
記
事
検
索
の
た
め
の
ト
ゥ
ー
ル
を
体
系
的

・
総
合
的
に
整
備
す

る

「雑
誌
記
事
索
引
集
成
」
の
第
3
弾
で
す
。

■
高
度
の
専
門
性

・
特
殊
性
か
ら
社
会
科
学
編

・
人
文
科
学
編
に

収
録
を
見
合
わ
せ
た
書
誌
を
専
門
分
野
別
に
編
纂
、
順
次
刊
行
し

ま

す

。

■
そ
の
す
べ
て
に
、
新
た
に
執
筆
者
索
引
を
作
成
し
、

と
関
連
づ
け
た
体
系
的
な
検
索
の
便
を
図
り
ま
す
。

■
テ
ー
マ
分
野
ご
と
の
分
売
は
い
た
し
ま
す
。

他
の
索
引

第1回配本(社会衛生・労●科学)
第1巻～第8巻
日本社会衛生年毎

第2回配本(社会衛生 ・労■科学)
第9巻～第16巻
日本社会衛生年鑑

第3回配本(社会衛生 ・労●科学)
第17巻～第25巻
B本社会衛生年鑑/労働科学年寄

第4回配本(少年・■人労■}
第26巻 ～第29巻
少年労働に関する文献抄録 邦文W欧 文田

婦人労働に関する文献抄録 邦文■/欧文■
第5回蔭日本(部市問題)

第30巻～第37巻
都市問題文献目録集成

第6回配本(ハンセン病)
第38～第40巻
らい文献目録雁 会田・医学垣他

第7回配本(鞠駒中国)
第41巻～第50巷

京都大学作成
第8回配本(地理学)
第51巷～第53巻
東京高等師範他作成

第9圏配本(南方関9it(1)
第54巻～第58巻
雑誌掲電目録集成①

第10目配本(南方関係②
第59巷～第63唇

雑誌掲載目録集成②

董鱒
.=

「-'

・

ニトニ『〔『三

郎

を専
推

薦門
し圭

ま目

す詩

編

 

戦
標
の
走

っ
た
資
料

酒

井

、ン
ヅ

(順
天
堂
大
学
)

医
学
が
専
門
家
だ
け
の
も
の
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
久
し
く
、
近
年
は
科
学
史
、
歴

史
、
社
会
史
、
文
学
史
な
ど
の
研
究
者
が
医
学
史

の
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

ま
た
、
研
究
の
テ
ー

マ
も
国
際
的
、
学
際
的
に
広
が

っ
て
い
る
が
、
欧
米

で
は

一
九
八
〇
年

代
以
降
社
会
医
学
史
の
研
究
が
盛
ん
に
な

っ
て
専
門
誌
も
創
刊
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日

本
で
は
、
社
会
医
学
史
を
研
究
し
よ
う
と
し
て
も
、
資
料
を
探
す
苦
労
が
外
国
に
比

べ
て
大

き
く
、
残
念
に
思

っ
て
い
た
。
そ

の
と
き
に
「社
会
衛
生
年
鑑
一
に
出
会

っ
て
、
思
わ
ず
背
筋

に
戦
傑
が
走

っ
た
。

こ
れ
は
ま
さ
に
社
会
医
学
史

の
研
究
者
に
と

っ
て
必
携

の
文
献

で
あ
る
と
直
感

し
た
か
ら

で
あ
る
。
し
か
も
編
集

の
視
点
は
現
代

の
社
会
医
学
史
の
研
究
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

各
年
ご
と
に
医
学
、
医
療
は
も
と
よ
り
法
律

関
係
、
社
会
、
経
済
、
政
治
、
産
業
、
労
働
、

職
業
、
衛
生
、
住
居
、
公
衆
衛
生
、
教
育
等
の
分
野
に
わ
た
る
ト
ピ

ッ
ク
ス
が
莫
大
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使

っ
て

一
冊

の
本
に
収
集
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
が

一
九

一
九
年

に
早
く
も
、
日
本

で
、
倉
敷
労
働
科
学
研
究
所
か
ら
発
刊
さ
れ
、
戦
前
、
戦
後
に
間
断
な
く
、
昭
和

二
七
年
ま

で
刊
行
が
続
い
て
い
た
と

い
う
。

(後
略
)

春
日
2
田
空

回
配
本
百
本
社
禽
星
年
き

権
田
の
こ
と
ぱ
よ
り

戦
時
体
制
下
で
遂
行

野
沢

浩

(

究
員
)

婦
人
労
働
お
よ
び
少
年
労
働

に
関
す

る
文
献
目
録
と
そ
れ

に
対
す
る
解
説

(文
献
抄
録
)

が
、
こ
の
よ
う
に
戦
時
体
制
下

で
本
格
的

に
遂
行
さ
れ
え
た
こ
と
の
意
味
を
思
わ
ざ
る
を
え

な

い
。
こ
の
研
究

の
発
端
は
、
昭
和

一
五
年
の
企
画
院
委
託
ー
労
務

ノ

「
ダ
イ
リ

ュ
ウ
シ

ョ

ン
」
(希
釈
化
)
二
関

ス
ル
研
究
ー

に
起
因
す

る
と
し
て
も
、
研
究
者
達
は
そ
の
当
時
内
外
の

文
献
選
択
に
お
い
て
客
観
性
を
失
わ
ず

、
む
し
ろ
批
判
的
見
解
さ
え
施
し
な
が
ら
学
術
的
立

場
を
貫
い
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
過
去
の
研
究
成
果
は
、
こ
れ
か
ら
将
来
に
向
け
て
も
維
持

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
例
え
ば
現
在
男
女
平
等
と
か
雇
用
均
等

の
問
題
を
め
ぐ
り
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
問
題
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
抱

え
ら
れ
外
国
文
献

の
翻
訳
な
ど
が
盛
ん
で
あ
る
け

れ
ど
、
戦
時
体
制
下
の
世
界
に
共
通
だ

っ
た
ダ
イ
リ

ュ
ウ
シ

ョ
ン
問
題

の
視
点
は
、
現
代
で

も
決
し
て
見
逃
し
え
な

い
課
題
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
る
ま

い
。

直
口口書
誌
●
第
四
回
配
本
〔少
年
・婦
人
労
0
】
「別
巻
」
解
脱
よ
り

L._.__ 1誉li
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南
支

那
及
南
洋
関
係
重

要
記
事
索
引

(「同
文
85
及
南

洋
情
報
」
掲
載
}

昭
和
七
年

第
三
七
巻

内

国
雑
誌

重
要
記
事
索
引

(「経
済
蒔
き

掲
載
》

昭
和
八
年

度
商
学
社
会
学
文
献

解
題

〔「高
岡
高
等
商

寮
学
校
研
究
論
集
」
掲
載
)

昭
和
八
年

度
経
済
史
経
済
学
文
献

解
題

(「高
岡
高
等

商
貢
学
校
研
究
蛤
集
」
掲
載
)

社
会
経
済

史
学
文
献
目
録

(「社
会
経
済
史
学
」
掲
載
)

満
蒙
支
那
関
係
雑
誌
重
要
記
事
索
引

(「満
鉄
胴
査
月

報
」
掲
載
)

南
支
那
及
南
洋
関
係
重
要
記
事
索
引

(「南
支
那
及
南

洋
情
報
」
掲
載
}

支
那
満
蒙
関
係
重
要
記
事
索
引

(蒲

鉄
調
査
月
報
一
掲
載
)

昭
和
八
年

第
三
八
巻

内
国
雑
誌
重
要
記
事
索
引

(嚢

済
時
き

褐
色

昭
和
九
年
度
商
学
経
済
史
文
献
解
題

(「高
岡
高
等
商

秦
学
校
研
究
旨
集
一
掲
載
)

昭
和
九
年
度
経
済
学
社
会
学
文
献
解
題

(「高
岡
高
等

商
葉
学
校
研
究
論
集
」
掲
載
)

社
会
経
済
史
学
文
献
目
録

(「社
会
経
済
史
学
一
掲
載
)

満
蒙
支
那
関
係
重
要
記
事
索
引

(「満
鉄
目
交
月
報
一
掲
載
)

南
支

・
南
洋
関
係
重
要
記
事
索
引

⌒「南
支
那
及
南
津
情

報
一
閲
聾

支
那

・
満
州
国
関
係
雑
誌
重
要
記
事
索
引

(「東
亜
」

掲
載
)

昭
和
九
年

.、

第
三
九
巻

内
国
雑
誌
重
要
記
事
索
引

二
経
済
時
墾

掲
載
)

昭
和

}
O
年
度
商
学

・
商
事
関
係
法

・
経
済
史

・

経
済
学
文
献
解
題

(「高
岡
高
等
商
業
学
校
研
究
拾
集
」
掲
載
)

社
会
経
済
史
学
文
献
目
録

⌒「社
会
経
済
史
学
一
掲
載
)

雑
誌
図
書
重
要
記
事
索
引

(「満
鉄
餌
壷
月
報
」
掲
竺

南
支

・
南
洋
関
係
■
要
記
事
索
引

(爾
支
那
及
南
洋
情

報
」
褐
色

満
州
国

・
支
那
関
係
雑
誌
重
要
記
事
索
引

二
東
悪

掲
載
)

昭
和

一〇
年

第
四
〇
巻

経
済
地

理
学
文
献
総
覧

明
治
初
年
ー
昭
和
一
〇
年

算
四

一
巻

主
要
新
聞
紙
雑
誌
記
事

一
覧

(「出
版
警
察
資
料
」
掲
載
)

法
律
論
題

(「法
律
評
き

掲
載
)

最
近

の
経
済

学
界

⌒「国
民
経
済
雑
墜

掲
載
)

都
市
問

題
関
係
新
文
献

(「都
市
聞
き

掲
載
)

昭
和
一
一年

第
四
二
巻

主
要
新
聞
紙
雑
誌
.記
事

一
覧

(「出
版
警
察
資
さ

掲
撃

法
律
論
題

⌒「法
律
評
巴

掲
載
)

最
近

の
経
済
学

界

⌒「国
民
経
済
雑
些

掲
載
}

都
市
問
題
関

係
新
文
献

q
都
市
問
題
一
掲
載
}

昭
和
一
二
年

第
四
三
巻

主
要
雑
誌

記
事

一
覧

(「出
版
警
察
資
料
」
掲
載
〕

法
律
論
題

(「法
律
評
論
一
掲
載
)

最
近

の
経
済
学

界

(「国
民
経
済
報
些

掲
載
)

都
市
問
題
関
係
新
文

献

(「都
市
問
題
」
掲
載
)

昭
和
=
二年

第
四
四
巻

主
要
雑
誌
記
事

一
覧

⌒「出
版
警
察
資
量

掲
載
)

法
律
論
題

〔「法
律
評
論
一
掲
載
}

最
近
の
経
済
学

界

⌒「国
民
経
済
雑
匡

掲
載
)

都
市
問
題
関
係

新
文

献

(「都
市
間
思

掲
載
)

昭
和

一
四
年

第
四
五
巻

主
要
雑
誌
記
事

一
覧

(「出
版
書
墾
貰
丑

掲
載
)

法
律
鵠
題

(【法
律
評
飴
」
掲
載
)

最
近

の
経
済
学
界

(「国
民
経
済
雑
誌
一
掲
載
}

都
市
問
題
雑
関
係

斯
文
献

(「都
市
間
思

掲
載
)

昭
和

一
五
年

第
四
六
巻

経
済
学
文
献
大
鑑

[第

一
巻

財
政
編
]

大
正
八
庄ー
昭
和
八
年

第
四
七
巻

経
済
学
文
献
大
鑑

[第
二
巻

貨
幣
金
融
田

上
】

大
正
八
年
-
昭
和
九
年

第
四
八
巻

経
済
学
文
献
大
鑑

[第

三
巻

大
正
八
年
ー
昭
和
一
〇
年

貨
幣
金
融
編

下
]

第
四
九
巻

経
済
学
文
献
大
鑑

[第

四
巻

商

工
編

]

大
正
九
年
ー
昭
和
一
〇
年

期
五
〇
巻

大
正
九
年
ー
昭
和

一
〇
年

経
済
学
筒

目
録

法
学
篇

第
五

一
巻

昭
和

一
一
年
度
経
営

・
配
給

・
貨
幣

・
経
済
文
献
解
題

掲
載
)

昭
和

一
一年
度
交
通

・

彙
学
校
研
究
論
集
一
得
撃

(「高
岡
高
等
商

社
会
経
済
史
学
文
献
目
録
邦
文
著
書
及
論
文

(「社

会
経
済
史
学
」
掲
載
)

内
国
雑
誌
重
要
記
事
索
引

⌒「経
済
時
勢

掲
載
)

雑
誌
図
書
重
要
記
事
索
引

(蒲
鉄
飼
査
月
豊

掲
載
)

雑
誌
重
要
記
事
索
引

(「満
鉄
資
料
彙
報
一
掲
載
)

南
支

・
南
洋
重
要
資
料
索
引

南
洋
重
要
新
聞

記

事
索
引

(「南
支
那
及
南
洋
憎
き

掲
載
)

東
亜
関
係
雑
誌
重
要
記
事
索
引

(「東
亜
一
掲
載
)

昭
和

一
一
年

第
五
二
巻

昭
和

一
二
年
度
経
済
史

・
交
通
文
通
文
献
解
題

(「高

岡
高
等
商
貢
学
校
研
究
論
集
」
掲
載
)

社
会
経
済
史
学
文
献
目
録

(「社
会
経
済
史
学
一
掲
載
)

内
国
雑
誌
■
要
記
事
索
引

q
経
済
時
報
一
掲
載
}

内
外
文
献
月
報
邦

文
の
部

(「経
済
学
雑
舷
」
掲
載
)

紙
誌
■
要
記
事
索
引

(「満
鉄
資
料
彙
已

褐
色

南
支

・
南
洋
重
要
資
料
索
引

・
南
洋
重
要
新
聞

記

事
索
引

(青

支
那
及
南
洋
情
報
一
掲
載
)

東
亜
関
係
雑
誌
宜
要
記
事
索
引

(寮

亜
一
掲
載
)

昭
和
=
一年

第
五
三
巻

昭
和

一
三
年
度
経
済
史
文
献
解
題

(「高
岡
高
等
南
桑

、

学
校
研
究
蛤
集
一
掲
載
)

昭
和

=
二
年
度

交
通
文
献

解
題

(「高
岡
高
等
商
業
学
校

研
究
簡
集
」
掲
載
)

内
外
文
献

月
報

邦
文
の
部

(「経
済
学
雑
注

掲
載
)
、

雑
誌
重

要
記
事
索
引

(「満
鉄
資
料
彙
報
」
掲
載
)

南
支

・
南
洋
重
要
資
料
索
引

⌒「南
支
那
及
南
洋
情
報
」
掲
載
)

東

亜
関
係

雑
誌

重
要
記
事
索
引

〔蒙

亜
」
掲
載
)

昭
和
一
三
年

第
五
四
巻

昭
和

一
四
年
度

経
済
史

・
交
通
文
献
解
題

(「高
岡

高
等
商
秦
学
校
研
究
論
集
」
掲
載
)

内
外
文
献
月
報
邦
文

の
部

(窪

済
学
雑
誌
」
掲
載
)

雑
誌
重
要
記
事
索
引

(蒲

鉄
資
料
貴
き

掲
載
)

東
亜
関
係
雑
誌
重
要
記
事
索
引

(「東
遷

掲
載
)

昭
和
一
四
年

第
五
五
巻

昭
和

一
五
年
度
経
済
史
会
計
学

文
献
解
題

〔「高
岡

高
等
商
彙
学
校
研
究
陰
集
一
掲
載
}

昭
和

一
五
年
度
交
通
文
献
解
題

(「高
岡
高
等
商
業
学
校

研
究
論
集
一
掲
載
)

内
外
文
献
月
報
邦
文

の
部

⌒「経
済
学
雑
誌
」
掲
載
)

雑
誌
重
要
記
事
索
引

⌒「満
鉄
資
料
食
き

掲
載
)

昭
和
一
五
年

算
五
六
巻

法
律
論
題

(「法
律
評
論
」
掲
載
)

最
近
の
経
済
学
界

⌒「国
民
経
済
雑
些

掲
載
)

昭
和

一
六
年
度
経
済

・
会
計
学

文
献
解
題

(「高
岡

高
等
商
業
学
校
研
究
拾
集
」
掲
載
)

都
市
問
題
関
係
新
文
献
雑
誌

(「都
市
問
題
】
掲
載
)

内
外
文
献
月
報
邦
文
の
部

(「経
済
学
雑
色

掲
載
)

雑
誌
重
要
記
事
索
引

(満

鉄
資
料
彙
報
」
掲
載
}

新
刊
雑
誌
南
方
関
係
邦
文
記
事
索
引

(「南
支
南
洋
一

掲
載
)

昭
和

一六
年

第
五
七
巻

法
律
論
題

(「法
律
評
き

掲
載
)

最
近
の
文
献
内
国
文
献
目
録

(「国
民
経
済
雑
匡

掲
載
)

昭
和

一
七
年
度
会
計
学
文
献
解

題

⌒「高
岡
高
等
南
東

学
校
研
究
論
集
」
掲
載
)

都
市
問
題
関
係
新
文
献
雑
誌

(「都
市
間
色

掲
撃

Mぷ9"頁"6…"醐".微w〃Axv〃 ぷ,㎝"・ 〃∧"・〃∧"・伽"・ 〃A"911A"・ 〃瓦M〃WM鵡 ・〃側MmXM㎜ ・〃∧

26

 

・



"V酬W♂ ・NNV〃・"VII・W〃 ・W〃 ・"v〃・INY〃・SNY〃・"VII・"V〃 ・"吻 ・"VII・W〃 ・Wか 、W胴M州V〃 魂働 ・"VII・NNN

社
会
科
学
編

大
正
六
年
ー

大
正

一
一
年

祭

=

一巻

新
刊
邦
文
雑
誌
重

要
記
事

⌒二
)
(「餐
馨

唇
一
褐
色

大
正

一
一
午
ー
昭
和
占ハ年

鏑
四
冊

G
工
葉

一
般

H
染
色
工
秦

大
正

一
一
年
ー
大
正

一
四
年
二
月

」
器
械
及
造
船

都
市
問

題
雑
誌

記
事
索
引

⌒「都
市
問
思

掲
載
)

昭
和
九
年

第

一巻
勧
業
諸
報
秤
目

明
治
初
年
ー
明
治
二
七
年

第
二
巻

法
律
経
済
論
題
輯
覧

(正
煩
)・

明
治
初
年
ー
明
治
四
〇
隼

、
第

=

二
巻

い

,

雑

誌

論

文

一
覧

(「
法
学
協
会
雑
些

掲
載
)

.
法

律

論

題

〔「
判
例
研
究
一
掲
載
}

大
正
五
年
ー
昭
和
三
年

、

第

曝
鷲
1藷
曙

第
二
三
巻

雑
誌

重
要
記
事
目
録

第
五
冊

K
化
学
工
猿

L
電
気
興
業

M
其
他
下
葉

第
六
冊

N
鉱
集
一
般

P
金
属
鉱
業

Q
非
金
属
鉱
業

×
正
一
一
年
ー
大
正
一
四
年
三
月

第
四
巻

政
治
法
律
経
済

に
関
す

る
論
説

⌒「法
学
新
里

掲
載
)

新
刊
雑
誌

要
目

(薗

民
経
済
雑
誌
」
掲
載
)

最
近

ノ
経
済
学
界

⌒量

民
経
済
雑
色

掲
載
)

明
治
四
二
年
ー
大
正
四
年

第

一
四
巻

法

律
論
題

〔一法
律
師
邑

掲
載
}

大
正

=
二年
ー
昭
和
五
年

第

一
五
巻

`

経
済
法
律
文
献

目
録

繭

二
軸
ー
第

一分
冊
)

大
正

一
五
年
-
昭
和
五
年

第

二
四
巻

雑

誌

重

要

記

事

目

録

第
七
冊

R
農
林
、
畜
産
、
水
産
業

第
八
冊

s
社
会
問
題

第
九
冊

T
財
政
、
政
治
、
外
交
、
軍
事

U
雑

大
正

二

年
ー
大
正

一
四
年
三
月

第
三
〇
巻

主
要
雑
誌

新
聞
記
事

一
覧

(「出
版
警
察
報
一
掲
載
)

法
律
論

題

〔「法
律
評
論
」
掲
載
)

最
近

の
経
済
学

界

⌒富

民
経
済
雑
誌
」
掲
載
)

都
市
問
題
雑
誌

記
事
索
引

(「都
市
間
翌

掲
載
)

昭
和

一
〇
年

第
三

一
巻

農
学

文
献

目
録

[第

一
輯

]
.

大
正

…
五
年
ー
昭
和
四
年

第

一
六
巻

経
済
法
律
文
献

目
録

(第
二
輯
ー
第
二
分
冊
)

大
正

一
五
年
-
昭
和
五
年

第
二
五
巻

雑
誌
掲
載
社
会
問
題
重
要
記
事

⌒言

本
労
働
年
鑑
一
掲
載
)

社

会
問
題
関
係
主

要
雑
誌
記
事
目
録

⌒「月
刊
大
原
社

会
問
題
研
究
所
雑
誌
」
掲
載
)

大
正
九
年
-
昭
和
一
〇
年

第
五
巻

経
済
法
律
文
献
目
録

(第
一
輯
ー
第
}
分
冊
)

大
正
五
年
-
大
正
一
四
年

第
六
巻

経
済
法
律
文
献
目
録

(第
一
輯
ー
第
二
分
冊
)

大
正
五
年
ー
大
正
一
四
年

第

一
七
巻

-

邦

文
雑
誌
記
事

索
引

都
市
問
題
雑
誌

記
事
索
引

(「都
市
問
星

掲
撃

大
正

一
四
年
-
昭
和
二
年
、

第
七
巻

法
政
経
済
社
会
論
文
総
覧

(正
篇
ー
第

一分
冊
)

明
治
初
年
ー
大
正
一
五
年
六
月

第
二
六
巻

主

要
雑
誌
新
聞
記
事

一
覧

(「出
版
警
察
さ

掲
載
)

法
律

論
題

(「法
律
評
論
一
網
芭

最

近
の
経
済
学
界

⌒「国
民
経
済
雑
色

掲
載
)

都

市
問
題
雑
誌
記
事
索
引

(「都
市
問
題
一
掲
載
)

昭
和
六
年

第
三
二
巻

農
学

文
献

目
録

[第

二
輯
]

昭
和
五
年

第

一
八
巻

満

鉄
調
査
課
備

付
資

料

索
引
目
録

大
正

二
二
年
ー
昭
和
二
年

第

一
九
巻

満
鉄
調
査
課
備
付

資
料
索
引

第

三
日

露

一
分
芭

昭
和
二
年
1
・昭
和
八
年

第
八
巻

法
政
経
済

社
会
論
文
総

覧

⌒正
篇
ー
第
二
分
冊
)

明
治
初
年
ー
大
正
一
五
年
六
月

第
二
七
巻

主

要
雑
誌
新
聞
記
事

一
覧

(「出
版
警
察
報
」
掲
載
)

法
律

論
題

含
法
律
評
堕

掲
載
}

最
近

の
経
済
学
界

(「国
民
経
済
雑
誌
」
掲
載
}

都

市
問
題
雑
誌
記
事

索
引

(「都
市
問
星

掲
載
)

昭
和
七
年

第
三
三
巻

林
業
林
学

二
関
ス
ル
論
文
及
著
書
分
類
目
録

[第

一
輯
]

林
業
林
学

二
関
ス
ル
論
文
及
著
書
分
類
目
録

[第
二
輯
]

台
湾
林
業
林
学

二
関

ス
ル
論
文
著

書
分
類
目

録

明
治
初
年
ー
昭
和
元
年

第
二
〇
巻

満
鉄

調
査
課
備
付

昭
和
二
年
-
昭
和
八
年

資
料
索
引

第

三
輯

〔第
二
分
冊
}

第
九
巻

法
政
経
済
社
会
論
文

総
覧

⌒遺
篇
)

大
正
一
五
年
七
月
ー
昭
和
二
年

第

一
〇
巻

満
鉄

調
査

課
備
付
資
料

索
引

目
録

(
こ

明
治
初
年
ー
天
正
=

一年

第

一
=

巻

雑

誌

重

要

記

事

目

録

第

一
冊

A
経
済

一
般

B
企
業
管
理
及
会
計

第
二
冊

C
金
融

D
保
険
取
引
所
及
倉
庫

大
正

一
一
年
1
×

正

一
四
年

一
月

第
二
八
巻

主

要
雑
誌
新
聞
記
事

一
覧

⌒「出
版
書
察
報
一
掲
載
)

法
律
論
題

(「法
律
評
論
」
掲
載
)

ロ

最
近
の
経
済
学
界

(「国
民
経
済
雑
誌
」
掲
載
)

都
市
問
題
雑
誌
記
事
索

引

(「都
市
問
題
一
編
墾

昭
和
八
年

、

第

一
一巻

新
刊
邦

文
雑
誌
重
要
記
事

'二

)
⌒窟

済
資
料
」
掲
載
)

第
三
四
巻

経
営
学
参
考
文
献
抄

経
営

学
文
献
解
説

経
済

書
誌
第

二
編
産
業
合

理
化

.

産
業
合
理
化

に
関

す
る
邦

文
資
料

目
録

産
業
合
理
化

二
関

ス
ル
邦

文
資
料

索
引

目
録

田刀治
初
鑑
ー
1
昭
和
占ハ年

第
一=
一巻

雑
誌
重
要
記

事
目
録

第
三
冊

E
交
通
運
輸

F
商
業

第

二
九
巻

主
要
雑
誌
新
聞
記

事

一
覧

⌒「出
版
警
察
報
一
掲
載
)

法
律
論
題

(「法
律
評
論
」
掲
載
)

最
近

の
経
済
学
界

(「国
民
経
済
雑
茎

掲
載
)

第
三
五
巻

内
国
雑
誌
重
要
記
事
索
引

(憂

憤
蒔
き

掲
載
)

新
刊
邦
文
雑
誌
満
蒙
支
那
関
係
重
要
記
事

(「東
亜
」
掲
載
)

南
支
那
及
南
洋
関
係
重

要
記
事
索

引

(「南
支
那
及
南

洋
情
報
」
掲
載
)

昭
和
六
年

第
三
六
巻

内
国
雑
誌
重
要
記
事
索

引

(「経
済
時
報
」
掲
載
)

本
邦
経
済
学
社
会
学

文
献
解
題

(「高
岡
高
等
商
業
学
校

研
究
論
集
一
掲
載
)

社
会
経
済
史
学
文
献

目
録

(「社
会
経
済
史
学
一
掲
載
)

支
那
満
蒙

関
係
雑
誌
重

要
記
事
索

引

三
東
亜
」
掲
載
)
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二
関

ス
ル
論
文
井
図
書
目
録

(窟

更
地
理
一
掲
載
)

大
正
五
年
ー
昭
和
六
年

.

第
二
三
巻

日
本
史
八

歴
史
地
理
学
関
係
論
文
目
録

文

一
覧

(「歴
史
地
理
」
掲
載
)

論
文

一
覧

(「歴
史
地
理
」
掲
載
)

論
説

一
覧

(「歴
史
地
理
」
掲
載
)

昭
和
五
年

=
一月
ー
昭
和

一人
年
九
月

最
近
史
学
関
係
論

纂
三

一
巻

思
想

・
哲
学
二

最
近

五
ヶ
年
間
哲
学

関
係
論
文
目
録

⌒「哲
学
論
葺

一
さ

掲
載
)

最
近

五
ヶ
年

間
哲
学

関
係
論
文
目
録

(「哲
学
論
葺

六
日
」
掲
載
}

論
文
目
録

(「哲
学
年
鑑

⌒靖
文
社
刊
)
第
一
き

掲
載
)

論
文
目
録

(「哲
学
年
鑑

⌒靖
文
社
刊
)
第
二
さ

掲
載
)

第
二
四
巻

外
国
研
究
二

日
本
期
刊

三
八
種
中
東
方
学

明
治

一四
年
ー
昭
和
八
年

論
文
篤
目
附
引
得

策第

論

文

目

録

〔附

「
社
会
学
文
献
」
)
(
「哲
学
年
鑑

⌒創
元
社
版
)

第

一
輯
一
掲
載
}

昭
和
三
年

一
月
ー
昭
和
二
二
年

=

一月

第
二
五
巻

外
国
研
究
三

一
七
五
種
目
本
朝
刊
中
東
方
学

明
治
二
七
年
ー
昭
和
一四
年

論
文
篇
目
附
引
得

策
二
六
巻

新
聞
雑
誌
文
学

一
覧

一

新
刊
新
聞
紙
雑
誌

(「早
稲
田
文
学

{第
一次
第
一
期
)一
掲
載
)

新
聞
雑
誌
文
学
細
見

{軍
稲
田
文
学
(第
一次
第
二
塑
」
褐
色

新
聞
雑
誌
文
学

一覧

{軍
稲
田
文
学

(第
一次
第
三
塑
」
掲
載
)

新
聞
雑
誌
文
学

一
覧

〔軍
稲
田
文
学

(第
二
次
)一
領
芭

明
治
二
四
年
=

一月
-
明
治
四
二
年
=

一月

第

二
七
巻

新
聞
雑
誌
文

学

「
覧

二

新

聞

雑

誌

文

学

一
覧

(「早
稲
田
文
学

⌒第
二
次
二

掲
載
)

明
治
四
一
一年

一
一
月
ー
大
正
七
年

一
二
月

第
二
八
巻

新
聞
雑
誌
文
学

一
覧
三

新
聞
雑
誌
文
芸

一
覧

⌒「早
稲
田
文
学

(第
二
次
二

掲
載
)

創
作

・
評
論

・
戯
曲

(「早
稲
田
文
学

(第
二
次
こ

褐
色

新
聞
雑
誌
文
学

一
覧

(「早
稲
田
文
学

繭

三
次
こ

掲
載
}

大
正
八
年
一
月
ー
昭
和
一
九
年

第
三
二
巻

教
育

}

、

教
育
科
学
的
研
究
資
料

(「教
育
一
掲
載
)

教
育
文
献

(「教
育
一
掲
載
)

図
書
教
育

に
関
す
る
文
献

⌒「教
主

褐
色

在
外
邦
人
子
弟
の
教
育
関
係
邦
文
文
献

(「警

」
得
色

本
邦
移
植
民

・
拓
植
教
育
関
係
文
献

(「教
育
一
掲
載
)

昭
和
六
年
七
月
-
昭
和
一
八
年
二
月

第
三
三
巻

文
学

一

最
近
日
本
文
学
研
究
文
献
目
録

亀
文
学
」
掲
載
)

雑
誌
要

目
分
類

⌒「文
学
】
掲
載
)

雑
誌
分

類
要
目

(「文
学
」
掲
載
)

戦
後
主
要
論

文
文
献
目
録

(「文
芝

掲
載
)

昭
和
六
年
五
月
ー
昭
和
二
三
年
六
月

第
三
四
巻

考
古
学

・
民
俗
挙

一

新
刊
諸
雑
誌

の
考
古
資

料

(芸
者
丑

掲
載
)

最
近
考
古
学

関
係
資
料

⌒「者
苦
界
」
掲
載
)

最
近
考
古
学

関
係
要
目

(苔
苦
学
雑
誌
」
掲
載
)

最
近
考
古
学

関
係

論
文

(「者
苦
学
雑
誌
」
掲
載
)

明
治
三
七
年
一
月
一
昭
和

一九
年
七
月

第
二
九
巻

雑
誌
記
事

一
般
二

新
聞
雑
誌
時
言

一
束

(「国
学
院
雑
誌
」
掲
載
)

新

聞
紙
雑
誌
管
見
.(「国
学
院
雑
竺

掲
載
}

雑
誌

新
聞
要
目

〔「国
学
院
篭
些

掲
載
}

雑
誌

要
目

ミ
国
学
院
雑
誌
一
掲
載
)

明
治
二
八
年
一
月
一
昭
和
七
年
一
月

第
三
〇
巻

日
本
史
九

大
学
高
等
専
門
学
校
教
職
員
著
書

論
文
目
録

⌒歴
史

学
田

地
理
学
編
)

昭
和
=
二年
ー
昭
和
一
七
年

第
三
五
巻

考
古
学

・
民
俗
学
二

風
俗
史

に
関

す
る
雄
(時
事
一目

臼
風
俗
研
究
」
掲
載
)

学
界
消
息

⌒窟

俗
芝

揚
重

雑
誌
叢
欄

(「ド
ル
メ
ン
」
掲
璽

昭
和
三
年

一
〇
月
ー
昭
和
一
〇
年
七
月

箪
叩一二
占ハ
巻

日
本
史

一
〇

史
学
文
献
目
録

.
一
九

四
六
一

一
九
五

〇

文
学

・哲
学

・
史
学

・文
献
目
録

八

日
本
古
代
史
担

昭
和
二
一
年

一
月
ー
昭
和
三
二
年

第
三
七
巻

西
洋
史

一

西
洋
史
文
献
目
録

(憂

き

掲
載
)

我
国
西
洋
史
学
界
展
望

(茜

洋
史
研
究
一
掲
載
)

昭
和

一
一
年
ー

=
ハ
年
度
我
国
西
洋
史
学
界

の
状

況

(「史
学
雑
誌
一
掲
載
)

明
治
初
年
ー
昭
和

一八
年

第
三
八
巻

東
洋
史

一

中

国
思
想

・
宗
教

・
文
化
関
係
論
文
目
録

(和
文
}

文
学

・哲
学

・史
学

・文
献
目
録

一
〇

中
国
哲
学

・

思
想
組

明
治
初
年
-
昭
和
三
四
年
六
月
三
〇
日

算
三
九
巻

東
洋
史
二

増
刊

改
訂

邦

文
歴
史
学
関
係
諸

雑
誌

論

文
要
目

明
治
初
年
一
躍
和
一
〇
年

一二
月

東
洋
史

第
四
〇
巻

仏
教
学

一

改
訂

増
補

仏
教

論
文
目
録

明
治
初
年
ー
昭
和
一
〇
年
三
月

第
四

一
巻

文
学
二

明
治
×

正
短
歌
大
年

表

明
治
元
年
-
大
正
一
五
年

第
四
二
巻

文
学
三

明
治
全
小
説
戯
曲
大
観

続
明
治
全
小
説
戯
曲
大
観

明
治
元
年
ー
明
治
四
五
年

第
四
三
巻

日
本
史

一
一

諸
雑
誌
所
載
参
考
論
文

究
」
「明
治
文
化
一
掲
載
}

維
新
史
研
究
資
料
索
引

大
正
一
五
年
ー
昭
和
.一九
年

一
覧

(「新
旧
時
代
一
「明
治
文
化
研

第
四
四
巻

西
洋
文
学

・
語
学

一

文
学

・
哲
学

・
史
学

・
文
献
目
録

一
一

西
洋
文
学

・

膳
学
編

文
化
系
文
献
目
録

=

一

西
洋
文
学

・
語
学
続
篇

文
化
系
文
献
目
録

一
八

西
洋
文
学

・
語
学
続
々
篇

文
学

・哲
学

・
史
学

文
献
目
録

九

西
洋
古
典
学
編

昭
和
一.一〇
年
八
月

一五
日
-
昭
和
三
九
年

一
二
月
三
一
日

、

.

第
四
五
巻

教
育
二

文
字

・
哲
学

・
史
学

文
献
目
録

七

教
育
学
編

戦
後

に
お
け
る
教
育
関
係
論
文

目
録

昭
和
二
〇
年
八
月
一
昭
和
三
二
年
三
月

第
四
六
巻

文
学
四

現
代
日
本
文
学
×
年
表

(現
代
日
本
文
学
全
集
別
巻
)

明
治
元
年
ー
大
正
一
五
年

第
四
七
巻

文
学
五

史
学

・文
献
自
録

一

日
本
文
掌
篇

文
学

・哲
学

・史
学

・文
献

目
録

一

日
本
文
掌
篇

補
遺

文
化
系
文
献
目
録

一
=

日
本

文
掌
篇

昭
和
二
〇
年

(
一
九
四
五
〉
九
月
-
昭
和
三
〇
年

一
〇
月
二
〇
日

第
四
八
巻

国
語

・
国
文
学
八

万
薬
学
年
報

(「心

の
花
」
掲
載

)

万
葉
集
研
究
年
報

万
葉
集
研
究
年
報

万
葉
集
研
究
年
報

万
葉
集
研
究
年
報

万
葉
集
研
究
年
報

万
葉
集
研
究
年
報

第 第 第 第 第 第六
五 四 三 二 一

輯 輯 輯 輯 細 口

 

大
正
八
年
1
昭
和

一
〇
年

一
二
月

第
四
九
巻

万
葉
集
研
究
年
報

万
葉
集
研
究
年
報

万
葉
集
研
究
年
報

万
葉
集
研
究
年
報

万
葉
集
研
究
年
報

昭
和
一

国
語

・
国
文
学
九

第
七
輯

第
八
輯

第
九
輯

第

一
〇
輯

第

一
一
輯

一
年

一
月
ー
昭
和

一
五
年

一
二
月

第
五
〇
巻

思
想

・
哲
学
三

文
字

・哲
学

・史
学
・
文
献
目
録

四

宗
教
関
係
学
術
篇

文
化
系
文
献
目
録

一
六

倫

理
学
提

昭
和
二
〇
年
八
月
一
昭
和
三
八
年
三
月
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文
献
月
報

(「経
済
学
雑
跡
」
掲
載
)

維
誌
重
要
記
事
索
引

(「満
鉄
資
料
彙
報
」
掲
載
)

昭
和
一
七
年
・
.

第
五
八
巻

大
東
亜
資
料
総
覧

昭
和

一
五
年
-
昭
和
一
七
年

第
五
九
巻

法
律
論
題

(「法
律
評
き

掲
載
)

最
近
の
文
献

(薗

民
経
済
雑
誌
」
掲
載
〉

都
市
問
題
関
係
新
文
献

q
都
市
問
題
一
掲
載
)

文
献
月
報

(「経
済
学
雑
些

掲
載
)

昭
和

一八
年
ー
昭
和
二
〇
年

胴

国
W

第
六
〇
巻

太
平
洋
問
題
研
究
叢
書

[増
補
第
二
版
〕
南
洋
文
献
目
録

付
録
二

研
究
の
栞

(「南
洋
文
献
目
録

第
一
堅

掲
載
)

邦

文
雑
誌
重
要
記
事

索
引
之

部

増
補
南
方

文
献
目
録

昭
和
三
年
l
-昭
和
一
八
年

第
六

一巻

鮮
満

関
係

重
要
雑
誌

記
事

目
録

(「文
献
報
国
」
掲
載
)

鮮
満
関
係
図
書
目
録

(「京
城
帝
国
大
学
法
堂

冨論
集
」
掲
載
}

昭
和
一
〇
年
ー
昭
和
一
九
年

第
六
二
巻

国
際
法
及

国
際
私
法
論
題
彙
輯

明
治
初
期
ー
昭
和
一
九
年

第
六
三
巻

文
献

目
録

二

)
(「人
文
」
掲
重

唱
和
二
〇
年
ー
昭
和
二
三
年

第
六
四
巻

文
献

日
】録

(二
)
({人
文
」
掲
載
〕

雑
誌
執
筆
者

別

一
覧

⌒「書
評
一
掲
載
)

昭
和
二
一年
-
昭
和
二
四
年

第
六
五
巻

科
学
年
鑑

第

一
集

昭
和
二
〇
年
八
月
一
昭
和
二
二
年

第

禦

}:
爺集

第
六
七
巻

科
学
年
鑑

第
三
集

昭
和
二
三
年

第
六
八
巻

最
近

の
文
献

(宙

民
経
済
雑
注

掲
載
)

都
市
問

題
文
献
目
録

昭
和
二
一年
ー
昭
和
二
五
年

第
六
九
巻

労
働
問

題
文
献

目
録

⌒募

債
年
鑑
一
掲
載
)

法

令
を
中

心
と
せ
る

労
働
関
係

文
献
目
録

昭
和
声二
二
鑑
Tl
昭
和
一
=
ハ年

第
七
〇
巻

農

村
生
活
文
献
目
録

戦

後
日
本

の
農
村

研
究

に
関
す

る
文

献
目
録

昭
和
二
八
単
一
・昭
和
四
九
年

人
文
科
学
編

第

一
巻

国
語

・
国
文
学

一

国
語
国
文
研
究
雑
誌
索
引

(
二

{「国
語
国
文
の
研
究
一
掲
載
)

国
語

学
附
言
語
学
参

考
論
文
目
録

(「国
語
と
国
文
±

掲
載
)

方
量
】参
考
資
料
日
】録

⌒
一
)
・
(二
)
⌒「国
語
国
文
の
研

究
」
掲
載
}

明
治
初
年
ー
昭
和
三
年

第
二
巻

国
語

・
国
文
学
二

国
語

国
文
研
究
雑
誌
索
引

(

八
年
三
月
臨
時
増
刊
号
掲
載
)

明
治
初
年
ー
昭
和
五
年

二
)
(「
国
語

・
国
文
一
昭
和

算
三
巻

国
語

・
国
文
学
三

国

語
国
文
研
究
雑
誌
索

引

⌒「国
語
・
国
吝

掲
載
)

雑
誌

要
目

(「国
語
・
国
さ

掲
載
)

明
治
初
年
ー
昭
和

一
〇
年

第
四
巻

国
語

・
国
文
学
四

雑
誌

所
載
論
文
目
録
内
容

一
覧

国
文
学
年
鑑

第

一輯
一
期
載
)

雑
誌

所
載
論
文
目
録
内

容

一
覧

国
文
学
年
鑑

.第
二
輯
一
掲
載
)

第

一
輯

三
国
語

第

二
輯

(「国
語

雑
誌

所
載
論
文
目
録

内
容

一
覧

国
文
学
年
鑑

第
三
輯
一
掲
載
)

昭
和
=
二年
-
昭
和
一
五
年

第

三
輯

⌒「国
語

昭
和
八
年
ー
昭
和
=

年

第
五
巻

国
語

・
国
文
学
五

雑
誌
要

目

(「国
語
と
国
文
学
一
掲
載
)

大
正
一
五
年
一
喝
和
一
二
年

第

一
四
巻

日
本
史
四

昭
和

一
二
年
の
国
史
学
界

昭
和

=
二
年

の
国
史
学
界

昭
和

一
四
年

の
国
史
学
界

昭
和

一
五
年

の
国
史
学
界

昭
和
一
二
年
ー
昭
和

一
五
年

第
六
巻

国
語

・
国
文
学
六

雑
⌒妬
要

目

(「国
35
と
国
文
学
」
掲
載
)

昭
和
=
二年
ー
昭
和
二
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28 社会科学緬 第5巻

【社会科学編 第5巻 】

経 済法律文献 目録(ぽ5年 一大正14年い

昭和2年10月25日 発行'
著作者 神戸高等商業学校商業研究所
発行所(株)大 阪宝文館(株)宝 文館

経 済法律文献 目録

第1門 経 済 ・経済学

(1)経 済学 一般?書 ・履書.辞 書 著書 〔...般)訳書(、.般}経 済
哲学 ・方法論 各国辛モ済学の傾向 数理経済学 経済学者と其学説 雑

(2)経 済一般

(3)富 ・財 ・財産

(4)価 値 ・価 格

(5)生 産

(6)労 働 参照=第5門(2}ノ 内労働 問題 …般

(7)資 本

(8)資 本主義,
(9)所 得分 配

(10)消 費

(11)

・般 地代 賃銀 利'子 利潤

人 口 参照=第6門(1)人[1

(12)国 際 経 済 ・世 界経 済 参照=第4門

1司際貿 易 ・|司際i商業戦

(13)経 済 時 論

6}国 際経済政策 第11門(2)

1

1

4

5

8

9

0

1

3

7

7

‥

l

l

l

l

1

2

2

2

2

2

(14)大 戦 経 済 参照=第4門(6)

15門(3)ノ 内 〔・・般工 ・・般 各国大 戦経済

(15)震 災経 済 参照;第3門(2)

災復興 予算]第14門(19)震 災金融

(16)経 済 学 史 陳 洋)

ノ内[掲 逸賠償問題]、〔戦債問題]第

28

30

ノ内[震 災 と財 政】同(3)ノ 内[震

般 救護 、魯後策 復 興問題雑 …………39

133

44

(t7)経 済 学 史 参照=第11B(1)ノ 内[経 済'学者 と其掌側(西 洋)・'

般 古代 ・中 世 ス ミス以前 正統派経 済学 ア ダム ・ス ミス ス ミス以後 ………45

第2門 経 済 史 ・社 会 史

(1)経 済 史 ・社 会 史 一般 歴史 ・・般 経済 史 ・般 雑51

(2)日 本 日本仕合史一一般H本 経済 史・一般 上 古 中古 近 古 江 戸時代 明治

時代 朝鮮 雑

(3)西 洋

(4)支 那

・般 各国史 基督教経済史 産業革命

一・般 年代別

(5)家 族制度 ・奴隷制度 家族制度 奴隷制度

(6)庭 働 ・土地制度 ・村落団体R制 及農民 荘園及:L地MjlK村 落団体……・…・・63

(7)ギ ル ド ・座 ・組 合 座 ギルド 組合64

第3門 財政学 ・財政

(1)財 政学 一一般67

53

58

ω

62

(2)財 政 一般 ・財 政時 論 ・財 政 問題 財政 ・・般 財政時;倫一般 財政演

説 ・財政方針 財政整理 財政諸問題 震災と財政
(3)歳 計 、予算 ・会計法 予算論 ・般 歳計、=

計法、合計制度 特別会計
F算 予算評論 震災'f算 会

68

L_.

(4)租 税 一 般 参照=第12門(2}関 税政 策 ・般 租税収 入、租税時論

4

8

7

7
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136人 文科学編 集31巻

【人文科学編 第31巻 、思想 ご哲学2】
L

最 近5ヶ 年 間 哲 学 関 係 論 文 目 録(昭 和3年1月 一昭和7年12月)
''

r哲学腕書 第1輯 」掲載 撒,昭 和8隼 臣 月8日 発行 ㌧

1、 哲学 史一般及 び雑 5

(1)古 代哲学 5、

(イ)ソ ク ラ テ ス以 前 及 び ソ ク ラテ ス ……… ・… 一 ・・… …5

(ロ)プ ラ トン Al 5

(ハ)ア リ ス トテ レ ス 6

(二)ア リス トテ レス以後 6

(2)中 世哲学' 6

(3)近 世哲学一般 7

(イ)カ ン ト以前 7

(ロ)カ ン ト 8

(ハ)ド イツ観念論 8

(二)ヘ ー ゲ ル 9

(4)現 代哲学一般及雑 10

(イ)新 カン ト学派 11

(ロ)現 象 学 及 び 現 存 在 の 哲 学 …… … ・ 一 … …… ・ ・一 .・ ・.. 一'12

(ハ)生 の哲 学 13

(二)現 代 英米哲学 13

(ホ)現 代 フ ラ ンス 哲 学 一 一 ・ ・ … ・ ,,.・ ・.● ・ … ・・14

2、 哲学 一般及雑 14

(1)形 而 上 学 ・ … ・ …… ・ ・・ ●●■■ ● ●■■ ■ ■■■■●● ひ ・18

(2)唯 物論哲 学 18

(3)人 間学 20

(4)世 界観論 20

3、 論理学及認識論 21

4、 数理哲学(数 学)及 び 自然哲学(自 然科学)…" ,.・ ◆・・'. 一 ・22

5、 美学(自 然美及芸術哲学を含む) 23
6、 宗教一般及雑 25
7、 歴史及文化哲 学 28
8、 イデ オ ロギ ー 論 29
9、 国家哲学及政治哲学(フ ァッシズムを含む) 31
10、 法律哲学 32
ll、 社会哲学(社 会思想を含む) 34

12、経 済哲学 37

13、 東洋思想 39

(1)日 本思想(日 本における思想をも含む) 39

(2)支 那思想(支 那における思想をも含む} 40

(3)印 度思想(東 洋思想) 40
14、 倫 理 学 41

15、 心 理 学 43

16、 教 育 44
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3摺 餌四章 社会衛生に関する文献の抄録

イ相 即 鮎 鮨 雌 雄 駒 繋蹴 るこ翠 醐 膨 靹 地人の屡迫峨 る

精瀞的萎縮等にあるだちうが又一面人種的精肉 の幾分劣る故 もあるでAら う

第一巻より■良の論文である。男女に現れたる型態上の差異に就き古き時代に

於 ける迷信等を引短して面白く書かれてある。

土肥 街 意 見制限 に就 て(優 生皐 が 年隼⑭)

婚人科冑の立椙より見たる産児日限捨であつて、先づ書●的に見たる産児制限

の必要なる船 はその方法Sし て舳 的ミ無血的の=つ の手術瑚 る。前者ttn

卵 管を撤 す るのであり・鯖1遍 航 る薬液烈 措 具の使用によつτ其の目的

・を達す る。然 し乍 ら、第一産児制限が知識階級の人にのみ行はれ教育ある人が滅

亡する、第二あ らゆる階級に行はるSや うになれば圃Sし ての人口減退を來す

・辱を深 く考へるならば、産児制限は非常に重大なるものミ云はねばな らない。

古 瀬安 俊 受胎 関節 ピ和蘭 世 會躰 頚臨 熔螂 ■)

趾曾書暴曾に於ける講演である。1820年 新▼ルサスRが1ル によつて褒表せら

れた後各回に於 ける受胎調節運動に閲する起原を遠ぺτゐる。⑩ち英口に於いて

1830年 ロパー ●●オーウェンの「性慾倫理」、1836隼チャールズ●ノール トンの「哲

皐の果寅」の出版 より、1877年▼ルサス扇盟の設立を見るに至った亭賞、其の後

各日に於 ける此種聯盟の設立事情が明かに:れ てある。aに 米口に於て釣20年前

ヂヤコ ピが唱導して以来、V－がVツ ト・サンガー女史が受胎調節相談所を=ae

－クの ブルックリンに開設したる事情を論 じτゐる
。更に先年著者が渡欧の瞭親

日本社会衛生年E[大 正15年 版]大 正15年11月25日 刊
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2.3「 戦前期雑誌記事索引」の制約

このよ うに画期的な意義 を持 った 不戦前期雑誌記事索 引」 ではあ るが、未だ い

くつかの制約の 中にあ ることも制作 と利用の中で明 らか とな って きた。

2∵3.+丁 冊子体」である ことの制約

「戦前期雑誌記事索引」は冊子体であるために以下の制約を受けている。

(1)「 戦前期雑誌記事 索 引」=「 明治 ・大正 ・昭和前期雑誌 記事 索引集成」は

全120巻 、記事 ・論文数100万 件超、執筆者数30万 人超 、84,000ペ ー ジ超 の

膨 大なデータで あ り、購 入の金銭的制約、保管 場所の制約 のため に、大学

図書館、公立の中央 図書館以外 への普及 が困難で ある。

研 究者 は、好 きな時 に好きな場所で 「戦前期雑 誌記事索 引」 を利 用す る

ことができない。

そ の結果、研 究者 を、研 究 の基礎 ・前段階 であ る 「重要 だが長時間 にわ

た る単純な 目録作成」 な どの作業か ら解放 し、よ り創造的 な研究者本 来 の

仕事 に専念で きる環境 を提供す る という本来 の 目的 に もか かわ らず、現状

で は、個人研 究者 の検 索ツール と して とは、経 済的場所的 な制約 を受 けて

お り、図書館 の レフ ァレンス担 当者 のツール として よ り活用 されてい る傾

向にある。

(2)ま た、利用 に際 して は、 目的 の記事 ・論文 を探 すた めに84,000ペ ー ジ超

のすべて のペー ジを精査 しなければな らない。

「戦前期雑誌記事索 引」が存在 しな い ことと比べれ ば格段 に便利 にな っ

たとはいうものの、未 だ 「単純な」作業か ら完 全 に解放 され てい るとは言

い難 い。

2.3.2「 索 引」 「集 成 」 で あ る こ と の制 約

また 、「戦前期雑 誌記事索 引」は雑 誌記事 「索 引」で あ り 「集 成」であ るため に

以下 の制約 を受 けてい る。

(1)「 集成」で あるた め に、記 事 ・論文 の重複 掲載 が存在 し、折角 、84,000

ペー ジ超の索 引の中か ら数十点の 目的 とす る記事 ・論文 を探 し当てて も、

実 はそ のうち何点か は、同 じ論文、すなわ ち重複 した検索結果 とな る可能

性が ある。

この ことは、研 究者 ・利用者 に 「重複 した」作業 を強 いる ものであ り、

や は り、未だ 「単純 な」作 業か ら完全 に解放 した とは言 い難 い理 由とな っ
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て いる。 、.

(2)「 雑誌 記事索 引」 であ るため に、編纂者が、そ の時期 に注 目記事 を ピック

ア ップ した ものであ り、そ の時期の ある雑 誌の掲載記事 をすべて網羅 して

いるわ けで はな いことで ある。

この ことは、2.2.2「 戦前期雑誌記事索引」の有効性 の項 で水野 の

事例で も確認 した とお りで ある。

しか し、戦前期雑誌 記事索 引の不充分性は制約 と言 うよ りは、前述 した

よ うに、そ の有用性 を十分 に実感 した上で の 「望蜀」 の指摘 で あって、戦

前期雑誌 記事索 引の充実 のための新 たな課題 と捉 えるべきであ ろう。
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3.「 執 筆 者 索 引 」の制 作 とデ ー タ ベ ース化 へ の 第 一 歩 と して のWEBサ

イ トへ の ア ップ ロ ー ドの 意 義 と制 約

「戦前期雑誌記事索 引」は、その 出版 と同時 に各界研究者 か ら高い評価 を受 けた

が、 「高 い評価 」 とともにそれ ゆえの 「強 い要望」 を も受 け る こととなった。

そ の要望 とは、前述 した 「戦前期雑誌 記事索 引」 の 「冊子体 」で ある ことの制

約、 「索 引」 「集 成」 で ある ことの制約 を解 消す るた めのデ ー タベ ー スの構築 で

あ った。

3.1「 執 筆 者 索 引」 の制 作

全84,000ペ ー ジ超 、文字数 換算(推 定)1億6800万 文字超 に及ぶ 「戦前期雑誌

記事索 引」のデ ータベース化 は、莫大な労 力 と経 費を必要 と し、一民間 の出版社

で行 うには過大 な負担 と言 える。

現 に、戦後 の索 引作成 とデー タベース化 は、国立 国会 図書館 にお いて 国家事業

として行 われて いる。

しか し、 「戦前期雑誌記事索 引」を世 に送 り出 した とい う ことは、研究者 か らの

「戦 前期雑誌 記事索 引」が出たが故 の 「次の要求」に も応 えて いく責務 を負 うこと

に もな った。

皓星社 は、 「戦前期雑誌 記事索 引」す べてのデータベース化 を図る まえに、先行

企画 と して、平均700ペ ー ジ、全120巻 におよぶ冊子体 と しての 「戦前期雑誌記事

索 引」 の検 索補助ツールで ある 「執 筆者索 引」 の制作 を決定 した。

3.1.1執 筆者索引の入力項 目と入 力仕様

入力文字数を抑えるため入力項 目は、

・執筆者名

・戦前期雑誌記事索 引の 「巻 」 「ペー ジ」

のみ に限定 した。

しか し、結果 として は、総入 力文字数 は、2500万 文字 を超 えた。

入 力仕様 は、

・近 い将来 のデー タベー ス化 、パ ソコン端末で の検 索利用 を想定 してHS第 二水
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準の範囲

・旧字 は、新 字 に置 き換 えて入力。

と した 。

3.1.2執 筆者索 引の編集 と課題

2年 の歳 月をか け、2500万 文字超 の入 力と校正 を終 え次 のよ うな編集 に入 った。

・執 筆 者 名 か ら 「編 」 「著 」 「生 」 「女 史 」 な ど を削 除 した 。

・そ の うえで、執筆 著名 の名寄せ を行 った。 名寄せ の結果 、執筆者 名は最終 的 に

30万 名強 に集約 された。

*同 姓 同名の区別 はつ け られなか った。

・30万 名強 の人名(一 部 団体 名)を 画数順 に配列 した。

*執 筆者 名の ヨ ミを姓名テー ブルな どでつ けて50音 順 に配列 しよ う、とも試みた

がそ の時点で は ヨミをつ ける ことは不可能で あった。
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(執筆者索引画数順)

744 4画

44一 右244、45一 右83、48-149、

48--339

水 木 俊 吉21-288

水 木 一 郎56一 左504、

57-一 右236

水 木 栄 一66一 右54

水 木 京 太63-256

水 木 公 也43一 右53、

43一 右133

水 木 守 三53一 右27、

53一 左13、53一 左58、57一 右74、

57一 左203

水 木 淳 一31-158、31-160

水 木 真 弓64一 右18

水 木 惣 一 郎41一 右264

水 木 惣 太 郎43一 右307、

43一 右460、43一 右473、44一 右91、

44一 右142、44一 右148、44一 右210、

44一 右308、44一 右323、44一 右338、

45一 右70、45一 右75、45一 右170、

45一 右215、50-797、50-845、

50-846、56一 右29、56一 右35、

56一 右43、56一 右171、59一 右6、

59一 右9、59一 右33、59一 右36、

59一 右80、59一 右97、59一 右210、

59一 右307、59一 右317、63-360、

63-368、64一 右170、64一 右178

水 木 棟 平25-一 右350、

25一 右356、25一 右368、25一 右404、

26一 右56、26一 右65、26一 右375

水 木 洋 子64一 左175

水 也 道 人3-150

水 野4-456、6-477、

11-548、11-687、11-803、

11-809、12-80、12-105、12-154、

12-208、12-213、12-230、

12-237、12-337、12-360、

12-375、12-419、12-423、

12-456、12-458、12-●459、

12-473、12-477、12--500、

12-509、12-532、12-583、

12-808、12-858、25一 右43、

25一 右46、25・ 一一左223、31-314、

66一 右261

水野(在 りバ プール書記)

51一 左203

水 野 す み 子25一 左81

水 野 伊 太 郎12-623、12-66●

14-324、14-422、15-82、16-375

16-377、25・ 一左232、30一 右309、

35一 右181、39-一 右176、39-一 左344、

44一 右156、44一 右337、45一 右18、

45一 右164、45一 右294、46-30、

54一 左167、55一 左11、55一 左132、

55一 左415、56一 右163、56一 左206、

59・一右265、59一 右290、62-103、

62-195、62-198

水 野 惟 之16・-215

水 野 一 郎2-226、

26一 右266、57一 右251、57一 右2Ω 、・

58-384、58-385、59一 左213、

60-789

水 野 佳 五 郎36一 右364

水 野 嘉 蔵42一 右256

水 野 夏 一5-307、31-479,

31-480

水 野 賀 成14-454

水 野 馨35一 右290

水 野 義 久66一 右61

水 野 義 雄32-161

水 野 菊 一45一 右186、

49-107、56一 右176、56一 右273、

56一 左346

水 野 恭 介43一 右133

水 野 金 市56一 左96

水 野 駒 雄63-11

水 野 薫19-255、

30一 右278、52一 左81、52-一 左2⑳ 、

52一 左431、53一 左279、S6-一 右150、

56一 左239、61一 右99、61一 左64

水 野 桂 三59一 左191

31-180

水 野 幸 吉 ・4-295

水 野 広 徳 ・・6-384、6-392、

6--41、6-420、6-461、6--470、

-476
、6-478、6-484、6-487、

6-520、7-97、7-302、7-556、

8-23、8-423、8-519、9--96、

9--97、9-129、13-262、13-597、

15-86、15-135、16-・326、16--327 、

16--3CO、16-354、16-389、

16-397、16-400、16-401、
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画数 のみか らの検 索が 困難 な利用者用 に、執 筆者 名の頭文字 のすべ て を抜

き出 し姓名 テーブル等 を参 照 して、可能性 の あるす べての ヨミをつ け50音 順

に配列 し 「音 訓索 引」 とした。

(音訓索 引)
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・また、執筆者画数順索 引へ即座 に辿 り着 けるよ う、30万 名強の執筆者 の姓を

すべて抜き出 し名寄せ して画数順 に並べ 「姓 索 引」 とした。
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こうした編集 によ って、執筆 者索 引は次 のような構 造 とな った。

(1)執 筆者の頭文字1文 字 の ヨミを配列 した音訓索 引(50音 順)→ 「姓索 引」

(画数順)「 執筆者画 数索 引」(画 数順)を 指 示。

(2)執 筆者の姓 を配列 した姓索 引(画 数順)→ 「執筆者画 数索 引」(画 数順)

を指 示。

(3)執 筆者 を画数順 に配列 した執筆者画数索引(画 数順)

30万 名 強の 「執筆者索 引」 は、7100ペ ー ジ強の3次 索 引 とな うた。

この執筆者 索引は、 「戦 前期雑 誌記事索 引」=「 明治 ・大 正 ・昭和 前期雑誌記事

索 引集成 」社会科学編、人文科学編 の別巻(全14冊)と して 、図書館 、研究者 に

届 け られ た。

執筆者 索 引の制作 出版 によ って 、研究者 は、少な くとも 「執筆者検 索」 につ い

て は、84,000ペ ー ジ超の 「戦前期雑誌 記事 索引」 をす べて め くる ことな く目的の

記事 を探す ことができる ことにな った ので ある。

1996年4月 に入力 をスター トさせて1999年10月 まで2年6ヵ 月に及 ぶ作業 とな っ

た。
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3.2執 筆 者 索 引 のWEBサ イ トへ の ア ッ プ ロ ー ドとそ の 効 果 、そ して

制 約

皓星社 は、次 に、冊子体 と して 出版 された 「執筆者索 引」 のデ ジタルデー タ を

活用 して データベース と し電子 的 に提供す る ことにした。

3.2.1WEBサ イ トへのア ップ ロー ド

皓星社 のホーム ペー ジにデ ータベース のページ を設 け、1999年2月 、無償 で公

開 した。

冊子体 で の 「執筆者 索引」 の完 成(1999年10月)か ら1999年2月 まで の約4ヵ 月

とい う短期 間で執筆者 索引(30万 名強)及 び検 索 システム を皓星社 のホームペー

ジにア ップ ロー ドす る ことがで きた。

3.2.2イ ンターネ ッ トを通 じた 「執筆 者索引」の検索 とその効果

(1)イ ンター ネ ッ トを通 じた執筆者 索 引の検索

検索 の機 能は、 シンプルな もの にとどめた。

そ の機能 は以下 の通 りであ る。

・皓 星社 のホーム ペー ジの執筆者索 引デー タベー スのペー ジに執 筆者名 を入 力 さ

せ 、検 索 を実行す ると、全文一致 した執筆者 索 引が表示 され る。
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・皓 星社 のホー ムペー ジの執筆者 索引デー タベー スのペー ジに執筆者名 を入 力

し、検索 を実行す る。

(検索画面)
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全文一致した執筆者索引が表示 される。

(執筆者索引画面)

玩卿 川口⑤ 鰺M振 り

㌘:1嬬 ∵ →灘 ・
・㌃戻る膓 ㌶,.▽ 中止

ア彫 ⑫

㊨∵鋸
,三ツ二瀬 袖 ブ⑭"

蒙 癒:識

〔
・
ハ

解
㍉

9
鯉

濠
齢

ト ぱ
　 シ う パ シ ペ

.』 謙ll蕃.・ .・譲
一ル: ..,;サ イズ 、 ぷ 該

㌣灘七

7■t

。.劔.○ 叢1tt『

時 〃肉情 」i"e-kos●iChecablccトbh/1』 允醐.民i
O リンケ≒

、僧' 無知纏

錘 スi轡センパ 』

rkose}she」 の検索結剰蹴 りま込

【Ωエ埜 止1mu】

■ ウェヲページ
田壱クリックすると自陣■表示
53eK21-30件

雀

C1

執筆者=水野広徳

姓名

i水野広it

…

ii水野 広徳

出典

径山

田鮒 人書類■.宜σ＼づックマーク

霞Ω一

屋】・.|』"'層'^..・.・・.

会科 学恥 一384、6-392、6-412、6-420、6-461、6-470、6-476、6-478、6-484、6-48?、6-520、7-9?、7-302、7-55S、
-23、8-423、8■519、9L96、9-9? 、9-129、13-262、13-697、15-86、15-135、16-326、16r327、16-340;16-354、
6-389」6-397パ6-400、16●401」8-7〒8、25一 右106、25一 右147、25一 右153、25● 右201、25-.右4?7、25一 左91、26一 右

08、27一 右40、2H－ 右72、29一 右34、36一 右210、37一 右25、3了 一右212、41一 右7、41一 右324、41一 右602、42-』 右1了、42一 右20、

2-‡ ヨ53、42一 老P6、42-‡n91、42一 叡44、42一 叡5臥42-‡ 謁29、43一 芯33、43-一 廓3、45三 有31、62T141、62-142

i人文Pt¥SB-・568、9-4、9-4?、9-64、9-79」1-72、16-73、16-104、16-113」6-338」7-2巻4号14、22-251、22-256、
‖25-50、28-203、29-453、29-484、29-513、29-518、29-534、29-552、43-22

田 村㎞lb口 口垣㌔d'一`』 …

田
田
田－

SM曲

《<田Q皿鉦1冶pm>》

.'.L

-
..1 ■ 「

.・、が
義
心
義

義
具

ぶ
㌘

轟
轟

㍍㌘

め
轟
轟

劉

∴
.ぺ
∴
吉
迭
㍗

絃
3ぷ気
ぼ
ぷ
∴
為
ば
び
鐙
ぷ㍊
◎㌫

三
V
竣
㌫
懲
留
㌫
∵
"㌢
ジ
況
澄
潔
瀕
潔
撹
∴
履
口篭
繁
情
留
昔
造
遡

1.ド

46



そ こで検 索 された リス トを元 に、 「戦前期雑誌記事 索引」=「 明治 ・大正 ・昭和

前期雑誌記事 索引集 成」の該当す る 「巻 」 「ペー ジ」を参 照 し目的の執筆者 の論文

名 ・掲載誌 各 ・発行 年 月 日 ・巻号 な ど必要な情報 を検索す る。

さ らに、 目的の論文 を掲載す る雑誌の所蔵機関 を調べ るわ けだが 、 これ には文

部省学術情報センターの編集になる 「学術雑誌総合 目録」がその 目的のために刊

行 されて いる。

また 、同 じ内 容 が 同セ ンター の㎜ サ イ ト(Webcat)で 一 般 公 開 され て い るか ら、

これで所蔵機関を調べ閲覧を申し込むのが、現時点では一番効率的である。
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4.利 用方法(田 ぺかた)執筆者索引

雑誌記事を探す流れ
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所蔵図書館をご案内いたします。
なお、利用したい図書脈 の賄人を働きかけていただければ幸いです.
4>問 責研究のためには、タイトル・出典だけでなくその記事老見つけなければなりませA縛
モの配事を探すた百こは、学術情報センターのエ で費すと便利です.
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(2)執 筆者索 引データベース の利用 状況 とそ の反応

皓星社 のホー ムペー ジにア ップ ロー ドされた 「戦前期 雑誌記事索 引、執筆者索

引デー タベース」は、とりたてて宣伝す る ことな しに、研究者 の ロコミで伝播 し、

1999年2月 のサ ー ビス開始後2000年1月 末 までの1年 間で 、1万 回強のアクセス

が確認 されて いる。

また、東大 ・慶雁大 学 ・早稲 田大学 ・明治 学院大学 をは じめ多 くの図書館か ら

リンクが は られ 、学術研究 のた めのツール と して確実 に活用 されて いる。

利用者か らは、執筆者索 引の無償公 開に対 す る次 のよ うな歓迎 のメールが寄せ

られ たが 、 これ はほんの一例で ある。
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3.2.3執 筆者 索引検 索の制約

イ ンター ネ ッ トを通 じた執筆者索 引 を利用す ればす るほ ど、研究者 ・利用者 の

要求 はさ らに高度化 し、 「戦前期雑誌記事索 引」へ の新 たな レベル の要求が寄せ ら

れるようにな って きた。

・既述 した よ うに執筆者索 引は、コス トと労 力、時間 を抑 えるた めに[姓 名]と

,[戦 前期雑 誌記事索 引」の[巻][ペ ー ジ]の み を入 力 してお り、 「戦 前期雑 誌記
'事索引」の検 索補助 ツール に機 能が限定 され て いる。

つ ま り、執筆者 名で検 索 して得 られ るのは、 「戦前期雑誌記事索 引」 の[巻]

[ペー ジ]の みで ある。

*執 筆者索 引画面 を参 照。

「戦前期雑誌記事索 引」が閲覧利用 で きる環境 にな けれ ば検 索結果 は宝 の持 ち

腐れで しかな い とい うことで ある。

・記事 ・論文 の[タ イ トル][出 典][出 典 発行年][出 典発行元]な ど、 「戦前期

雑誌記事索 引」 に収録 されて いる情報 が、デー タベース化 されてお らず 、それ

らの項 目で検 索 閲覧す ることができな い。

・さ らに 「戦前期雑 誌記事索 引」 は、ま さに雑誌記 事で あるがゆ えに、特 に[人

名][地 名][団 体 名][事 件 名]に 「省略」 「異称 」が頻 出 し、検索文字列 か ら

の完全一致検索 では検 索洩れが避 け られ ない。

*こ の ことは、執筆者 索 引で の経験か らもあき らかで あった。

・そ して、 「戦前期雑誌 記事 索 引」が集 成で あるが ゆえの記事 ・論文 の重複 を整理

できて はいな い。

*目 的 とす る執筆者名 で検索 し、仮 に、50件 の該 当出現箇所が あった として も、

それ を 「戦前期雑 誌記事索 引」で調べ てみた ら、そ の うちの何%か は重複 記事 ・

論文で あった とい うこともあ りうるので ある。

この ことは致命的 とは言えな いが、研究者 にとって 時間 と労力の観点か ら 「な い

に こした ことはな い」 ことである。
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4.「 戦前雑誌記事索引」全体のデータベース構築

「戦前期雑誌記事索 引」(冊 子 体)の 制作 、 「執筆者索 引」(冊 子体)、 「WEB上での

執筆者 索 引デ ータベース検 索 システム」の成果を踏 まえ、研究者 ・利用者 の要望

に応 えそ の検 索 閲 覧 の制 約 を解 除す るため に、財 団法 人デ ー タベー ス振興 セ ン

ター の協 力を得 て 「戦前期雑誌記事 索引」収録項 目全体 のデー タベース構築 に着

手す る こととな った 。

4.1「 戦前期雑誌記事索引」全項 目のデータベース化の意義

今回、戦前期雑誌記事索引に掲載されている索引構成要素全項 目のデータベー

ス化 によって、研究者利用者には次のような可能性が提供される。

・記事 ・論文 の[タ イ トル][執 筆者][出 典][出 典発行年][出 典発行元]な ど、

「戦 前期 雑誌記事索 引」に収録 されている情報がすべてデ ー タベー ス化 され 、す

べ ての項 目で検索 閲覧す る ことがで きるよ うにな る。

・また、検 索結果 は、 「戦前期 雑誌記事索 引」の[巻][ペ ー ジ]だ けではな く、

直接 、そ の記事 ・論文 が掲載 されて いる[出 典][出 典発 行年][出 典発行元]

等 を表 示 して くれ る。

*「 戦 前期 雑誌記事索 引」が 閲覧利 用できる環境 にな くて も使用 できる。

したが って、このデ ータベース 自体が、冊子体 としての 「戦前期雑誌記事 索引」

の補助 ツール としてで はな く、独立 したツール に成長す るので ある。

・そ して、 「戦前期雑誌記事索 引」が集成で あるが ゆえの記事 ・論文 の重複 を[タ

イ トル][執 筆者][出 典][出 典発行年][出 典発行元]な どの名寄せ によって

整理 し重複 を解 消す る ことが できる。

重複 の解 消後 には、目的 とす る言 葉での検索 を し、仮 に、50件 の該 当出現箇

所が あった とした ら、それ はす べてユニー クな記事 ・論文 という ことになる。

研 究者 に とっては時間 と労 力の観点 か ら歓迎す ると ころで あろ う。
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4.2「 戦前期雑誌記事索引集成」データベースの開発体制

1999年7月12日 第1回 作業部会 を開催 し、戦前期雑誌 記事索 引データベースの開

発体制 を決 定 した。

(A)編 集委員会

人物文献研究所 森睦彦

関東学園大学松平記念図書館 阿津坂林太郎

東海大学課程資格教育セ ンター 大久保久雄

株式会社皓星社

株式会社エニウェイ

(B)デ ー タベー ス研究部会

立命館大学政策科学部(学 部長 石見利勝)

株式会社皓星社

株式会社エニウェイ

(C)作 業 部会

株式会社皓星社

株式会社エニウェイ

この うち、立命館大学政策科学 部 とは、本 プロジェク トに先立 って1999年1月1

日よ り 「研 究交流 に関す る覚 書」 を交わ してお り、 これ を研 究部会 と位 置づ け、

その他 の部会 とあわせ1999年8月 末 までに、各部会 が正 式 に発足 した。

1999年8月6日 第1回 編集委 員会 を開催 し、各部会 での検 討課題 ・実施 課題 とス

ケ ジュール を決定 した。
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4.3戦 前 期 雑 誌 記 事 索 引 デ ー タ ベ ー ス 開 発 の 課 題 と 歩 み

4.3.1戦 前期雑誌記事索 引デ ータベース開発の課題

冊子体 として の 「戦 前期雑 誌記事索 引」、同 じく冊子体 として の 「執筆者索 引」、

WEB上 での検 索 を可能 とした 「執筆者索 引データベース」の制約 を総括 し、戦 前期

雑誌記事 索 引デー タベー ス開発 の課題 を次の諸点 として設 定 した。

・そ の資料 の膨 大 さか らくる対 象資料の絞 り込 み

・様 々な索 引の集成 であるための入力方法の工夫

・戦前資料で あるた めの旧字 な どへの対処 と入 力方法 の決定

・集 成で あるため の重複 の解 消手段の工夫

・雑誌 記事で あるた めに、特 に[人 名][地 名][団 体 名][事 件名]に 「省略」

「異称」 「誤植」が頻 出す る ことへの検 索時の工夫

4.3.2戦 前期雑誌記事索 引デ ータベース開発の歩み

その後の委員会等の歩みは次のとお りである。

・7月12日

・8月6日

・9月1日

・9月8日

・9月10日

・9月13日

・9月16日

第1回 作業部会(キ ックオフ)

第1回 編集委員会(デ ータベース構築の課題の確認)

作業部会 と国立国会図書館 との打ち合せ(入 力フォーマ ッ ト

について)

作業部会と国立国会図書館との打ち合せ

第2回 作業部会(前 処理テス ト、入力テス ト仕様検討)

前処理テス ト開始

作業部会 と慶応大学上田先生との打ち合せ
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・9月20日

・9月27日

・10月1日

・10月1日

・10月29日

・11月1日

・ll月1日

・11月12日

・11月15日

・1月6日

・2月2日

・2月14日

・3月7日

4.3

入力テス ト開始

テス ト入力ファイル入手開始

第3回 作業部会(第1四 半期報告書について、テス ト入力の

評価につ いて)

作業部会 と東洋大学戸田先生 との打ち合せ

前処理テス ト終了

第2回 編集委員会(前 処理及び入力テス トの結果を踏 まえ、

入力対象、入力ルールの検討)

データベース検索機能の検討のため、テス ト入力結果 を立命

館大学政策科学部へ送付(第1回 データベース研究部会)

第3回 編集委員会(入 力対象及びルールの決定)

前処理及び入力開始

第4回 作業部会(第2四 半期報告書について)

第2回 データベース研究部会において機能の決定、プログラ

ミング開始

第5回 作業部会(進 捗のチェックについて、作業報告書 につ

いて)

第6回 作業部会(検 索機能確認)

3.調 査 ・研 究 ・作業の 中で確認で きた本 プロジ ェク トの意義

9月 以降、本 プ ロジェク トへの助言 を求 めて幾度 か国立国会図書館 を訪 問 し

た。

国立国会図書館 は 「現物 をあた って以外、索 引 を作 らな い」 とい う。

カ レン トな索 引を作 る ものの姿勢 と して は正 しいが 、100年 か ら50年 以

前 の時期 を対象 に したデ ー タベース を作成 しよ うと した とき、そ の方 法では現
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実的 には不可能で ある。

そ の理 由は、

(D作 業量が膨大 に過 ぎ、完成 の見込 みが立 たな い。それ は同時 に経 費が膨大

で ある ことを意味す る。

(2)対 象 とす る雑 誌が一機関ではそろわない。資料 の収集 か ら作 業 をは じめな

けれ ばな らな い。(Dに おいてす ら、作業量 、経 費の膨大 さを見たが 、 さ

らにその前段階 の資料収集作業 にお いて、現物 にあたっての索 引作成 は事

実 上不可能で ある。

したが って、 国立 国会 図書館 の方法 を待 って は、われわれ は戦前期 の雑誌 記

事索 引デー タベー スを持 つ ことは期待で きない。

国立国会 図書館 の方 法が、文献 目録作成 の 「王道」で ある として も、た とえ

欠点 のある もので はあ って も、存在 しないよ りもあった ほうが はるか によ いと

い う現実的選択 として、今回 の雑誌記事索 引集成デー タベー ス化 は意味 を持つ 。

また、現在 、 さまざまな分野で雑誌 記事 ・論文等 のデー タベー ス化 が試み ら

れているが、その関心 はもっぱ らカ レン トの索 引の速報性や 自動 生成な どに限

られ、(も ちろんそれ らの意義 は大 きいが)遡 及 デー タの利用 という面 にまで関

心が行 かな い。

この現 状 も、国立 国会 図書館 とは別な意味で 、過去 の情報 のデー タベー ス化

を期待 で きな い。

しか し、前述 のよ うに当該時期 の記事索 引へ の学界等の期待 は大 きい。

したが って 、現 状ではわれ われ が、データベース化 を進めな けれ ば、他 にお

いて制作 され るの を待 つ ことは到底期待 できな いので ある。

こうした点で、調査 ・研究 ・作業 の進展 とともに、われわれ のデー タベ ース

構築 の意義 を再認識で きた ことは有意義で あった。
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4.4対 象 資 料 の絞 り込 み

戦前期雑誌記事索引集成 は、明治初年か ら昭和23年 までの、雑誌 記事 索引 を徹

底 的 に集大成 した ものであ り、 「社会科学 篇」と 「人文科 学篇」に分類 して編集 し

たが、合せて全120巻 、記事 ・論文 数100万 件超、執筆者数100万 件超 、執筆者の名

寄 せ を して30万 入超、84,000ペ ー ジ超 、文字数換算で推定1億6800万 文字 とい う

膨 大な資料で ある。

編集委員会および作業部会で の検 討 の結果 、限 られ た予算 と時 間 を前提 とした

時に全て を入力す ることは不可能で あ り、 「社会科学篇 」の一部 を入 力 し、これ を

もって 「戦前期雑誌記事 索引100万 件 の[第 一期]デ ー タベース構築」とす ること

にした。

その認識 のもと、対象資料 の絞 り込 みの作業 に入 った。

この選択 には、編集委員会が検討 にあた ったが、選 択の基準 として、

(A)極 力重複のない雑誌記事索引を選ぶこと

(B)明 治か ら昭和 にか けて極 力網羅 で きる雑誌記 事索 引を選 ぶ こと、

とい う基準 を採用 した。

他 に 、

(C)雑 誌記事索引(お よび掲載記事)の 重要性 によるという視点もだされた

が、判定は困難であ り最終的に資料としての重要性は研究者 ・利用者の側

が判断する問題として退けられた。

ま た 、

(D)時 系列的 に明治初期(あ るいは逆 に昭和23年)か ら順 にとい う視点 も出

されたが、雑誌記事索 引 「集成」 の性格 か らくる重複 の必 然性 と第一期 と

いえ どもデー タベース として の長期 を対象 とした利用性 を考 慮 し採用 しな

か った。

(A)(B)を 基準 と して編集委 員会 において 「戦前期雑誌 記事索 引100万 件

[第一期]デ ー タベース構築」 の対 象雑誌記事 の選 定 に入 ったが、そ の時 「雑

誌記事索 引集成社会科学篇年表 」 は大 いに参考 にな った。
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以上のような検討 を経て、神戸高等商業学校商業研究所の編集 になる 「経済法

律文献 目録」および 「国民経済雑誌」に連載 された記事索引を中心として入力す

ることとした。

情報量 は、戦前期雑 誌記事索 引全体 の10%未 満 ではあるが、 これ によって明治

期か ら戦争 によ って 中断す る昭和19年 まで の法律 ・経済 関連 のデータ を検索 でき

る こととな る。
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4.5様 々 な 索 引 の 集 成 で あ る た め の 入 力 方 法 の 工 夫

「戦 前期雑誌記事索 引」は、戦前 の雑 誌記事索 引の集成で あるため に、そ の制作

方法 も記述 の仕方 もまちまちで あった。

しか し、 「戦前期雑誌記事 索 引デ ータベース」とす るため には、項 目を統一 し誤

りな く入 力 して い く必要が あ った。

4.5.1凡 例の分析 と入 力項 目の決定

集成 され た戦前の各種記事索 引及びそ の凡例 を分析 し入 力項 目を次 のよ うに決

定 した。

(1)タ イ トル ・サ ブタイ トル

(2)執 筆者姓

(3)執 筆者 名

(4)出 典名

(5)出 典の巻 ・号 ・ペー ジ(な い しは 日付)

(6)出 典の出版年1

(7)出 典の出版年2

(8)雑 誌記事 索引名

(9)雑 誌記事索 引制作者名

4.5.2対 象資料へのマーカ ー付 け

今 回の、第1期 デー タベー ス構築 の対 象資料 は、神戸 高等商業学校 商業研究所

の編集 にな る 「経済法律文献 目録」 と した ので掲載項 目お よび記述 の不統 一は最

小限 に抑 え られ たが 、長期 にわた る索 引の集積で あるため に途 中で項 目と記述の

変更 もあ り、入 力のオペ レー ターが効 率的かつ正確 に入 力で きるよ う資料への各

入力項 目毎 に色分 け しマー カー付 けを行 った。
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4.6戦 前 資 料 で あ る た め の 旧 字 な どへ の 対 処 と入 力 方 法 の 決 定

対 象資料 は戦前資料な ので、旧字が頻 出 し、'また 「かすれ」 「つぶ れ」'による判

読不 能文字 も少な くない。

しか し、デー タベース化及 びパ ソコン端末で の検索閲 覧のため 、次 の仕様 の も

とに入 力す る ことに した。

(1)文 字 はす べ て シ フ トJISで 入 力 す る 。Windowsの 拡 張 文 字(シ フ トJISコ ー

ドFA40～FC4B)は 使 用 す る。

(2)旧 字は、置 き換 え られ る ものは新字 に置き換 え、置 き換 え られな い旧字

はHS内 にある文字でその まま入力す る。

(3)ど う して もJIS内 にな い文 字 は、 ■ を入 力す る。

(4)「 かすれ」 「つぶれ」な どで読 めな い文字 は、□を入力す る。
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4.7集 成 で あ る た め の 重 複 の 解 消 手 段 の 工 夫

「戦 前雑誌 記事 索 引」 ニ 「明治 ・大 正 ・昭和前期雑誌記事索 引集 成」 は 「集成」

であるために、同時期の各種索 引に収録 されて いる記事 ・論文 が少なか らず重複

して いる と考 え られ る。

この重複 を解消す るために次の作業 を行 うことに した。

(1)入 力 した記事 ・論文 毎 に、入 力項 目の 「タイ トル ・サ ブタイ トル」で名

寄せ し、 リス ト出力す る。

(2)出 力す る リス トには、判断材料 として

・執筆者姓 ・執筆 者名

・出典 名

・出典 の巻 ・号 ・ペー ジ(な いしは 日付)

を印字す る。

(3)リ ス トで判断 し、 同一記事 ・論文 と思われ る ものは削除す る。

このよ うな作業 によって、重複 のな いデータベース を 目指 した。

但 し、同一の記事 ・論文で あるか不 明の もの も多 く、危 険性 を避 けそ れ らは削

除 しなかった。



4.8雑 誌 記 事 で あ るた め に 、特 に[人 名][地 名][団 体 名][事 件 名]

に 「省 略 」 「異 称 」 が頻 出す る ことへ の検 索 時 の工 夫

現代 にお いて も、雑誌記事 には表現手法 としての 「省略」 「異称」が頻 繁 に使 用

され て いる。

戦前 にお いて は、特 に[人 名][地 名]に ついて漢 字での様々な表現 を含めて 「省

略」 「異称」が頻 出 して いる。

目的 とす る 「文字列」 の全文一致検 索で完全一致 した もの しか検 索閲 覧で きな

いのでは、特 に[人 名][地 名]に ついて漢字 での様 々な表現 を含 めて 「省略」 「異

称 」の表現 が検 索で きず不便 きわま りない。

戦前期雑誌記事 の こう した特殊性 を十分 に考慮 して、将来の シソー ラス構築 に

つなが る 「ユーザー 辞書」登録機能お よびユ ーザー 辞書構築 を支援す る複合検 索

機能 をデー タベー スの要求仕様 の中に盛 り込 む ことと した。
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5.「 戦 前 雑 誌 記 事 索 引 」 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム

5.1開 発

立命館大学政策科学部(学 部長 ・石見利勝)の 指導 と協 力を得 て、「戦前雑誌記

事索 引」デー タベース システ ムの開発 に取 り組ん だ。

実際 のプログラミングは株式会 社エニ ウェイが担 当 した。

要求仕様 は、

(1)デ ー タベース各項 目および全項 目を対象 とした 「部分一致検索」機能

(2)執 筆者 に関 して は、 「完 全一致検索」機能

(3)検 索項 目は3項 目、 「AND」 「OR」 の選択機 能

(4)検 索結果 リス ト表示 の ソー ト選択機能

(5)将 来 のシソー ラス(類 語辞典)の 構築 を展望 したユーザー辞書機能

(6)デ ータベース(デ ータ及び システム)の 格 納媒体 はCD-R

とした。

これ らは、4.8で 確認 した 「雑 誌記事 と して の特殊性 」「集 成で ある ことの特

殊性 」 「戦前資料で ある ことの特殊性」 を考慮 して定めた もので ある。
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5.2デ ー タ ベ ー ス の 検 索 等 機 能

5.2.1検 索画面

・検 索 の項 目は、

1)タ イ トル ・サブタイ トル

2)執 筆者 名

3)出 典名

4)記 事 の掲載 出版年

の4種 類 の項 目とした。

それぞれ の項 目相 互 は、AND検 索 の関係 と した。

・条件検索 は、

1)タ イ トル ・サブタイ トル

2)執 筆者 名

の項 目に関 して、3つ の言葉(表 現)で それ ぞれ 「AND」 「OR」 検 索で きるよ

うに した。

・検索結果 リス ト表示 のソー トを検 索画面で指 定で きるように した。

・ユーザー辞 書登録 の機能 を付加 し、検 索画面 か らユーザー辞書登録 画面 を開き登

録す る ことがで きるようにした。

*ユ ーザー辞 書登録 に関しては、次項で詳 しく説明す る。

検索機能 、 ソー ト機能、ユーザー辞書登録機能 の画面 を次 のよ うに設計 した。
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5.2.2タ イ トル ・サ ブタイ トル による検 索

,仮 に、タイ トル ・サ ブタイ トル に 「漁業」 と 「水産」 のいずれ かの言葉 を含 ん

だ記事 を検索 してみ る。

テキス トボ ックス1に 「漁業 」、テキス トボ ックス2に 「水産 」とい う文字をタイプ

し、 「OR」 検 索 を選択 して 「検 索」 を実行す る。

この場合 は、部分一致 の検 索 とな る。
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検索結果 リス ト表示 画面 は、次 の とお りで ある。
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tリ ス トは
、 タイ トル ・サ ブ タ イ トル の文 字 コー ド(JISコ ー ド)順 に ソー・一一ト

され て い る。

ラ コ タ
プト

ゑ

検索結果 リス トを どめよ うに ソー トし閲覧分析す るかは研究者 の 「発想 」で あ

,る ことに鑑 み、ソー トキー は システム側か らの押 レつけで はな く研究者 が 自由に

.「 選択」で きるように した。. ,・

具体 的には 「タイ トル ・サ ブ タイ トル」 「執筆者 名」 「出典名」の文字 コー ド、 「記

、 事掲載 出版年 の昇べ き」 の4種 のソー トを選択 でき るよ うに した。
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5.2.3ユ ーザ ー辞 書登録

ある言葉 によ る検 索 の結果 リス トを見て 、 「ある言葉」と 「あ る言 葉」の連 関 に

気づ くことは多い。

「検索結果 リス ト表示画面」か ら 「ユーザー辞書 登録画面」を開き登録で き るよ

うにした。

「検 索結果 リス ト表示画面」 の 「ユーザ辞 書」ボ タンをク リックす る。

「ユーザー辞書登録画 面」が表示 される。
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図5-4

「ユーザー辞書登録画面」 の 「検 索語句」 のテキス トボ ックス に、例 えば 「漁

業」 とタイプする。
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「追加 」ボタ ンをク リックす る と 「漁業」 とい う言葉が 、ユーザ ー辞書 の 「検

索語句;親 」 の言葉 として登録 され る。1

「漁業」 とい う言葉 が、左の窓(検 索語句=親)と 右の窓(対 応語句=子)に 登

録 され たのが次 の画 面で ある。
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図5-6

次 に 「漁業」 とい う言葉 で検 索す る時 に、併せて類似語で ある 「水産 」 という

言葉で も検索す るため には、対応 語句のテ キス トボ ックス に 「水産 小 という言葉

をタイプす る。
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図5-7

「追加」ボ タ ンをク リックす る と 「水産 」 とい う言 葉が、'ユーザー辞書 の 「対

応語句=子 」 の言葉 と して追加登録 され る。

㌦
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図5-8

このよ うにしてユーザ ー辞書 を豊か に して い く。

例 えば、この事例 では、漁業=漁 業、水産 とい う辞書 によ って 、検索画面 で 「漁

業(検 索語句=親)」 という言 葉 をタイ プ して検 索 を実行 す るだ けで(「 水産」 と

いう言葉 のOR検 索 な しで)、 「漁業」 あるいは 「水産 」 とい う言葉 を含む記事が

リス ト表示 されるよ うにな る。
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5.2.4ユ ーザ ー辞 書の対応語 句=子 の選択機能

ユ ーザー辞書 は研 究者 にとって便利な機能 であるが、問題 がないわ けで もな い。

1つ の検 索語 句=親 に対 して 素材 を広 く求 めるという意味で は、対 応語句=子

は、親子 の関係 が正確で はな くて も、一時的な調査 のためで あって も、よ り多 く

登録す るものであ る。

しか し、一方 で 、ある言葉 の厳 密な意味で の雑誌記事 にお ける出現 を調査す る

ため には、不 正確で一 時的な対応語 句=子 を不可避 に検 索 して しま うので は、検

索結果 の選択 ・分析 に手 間取 って しま うことになる。

ユーザー辞 書の対応語句=子 の選択機能 を付加 した。

検 索画面 で、 「ユーザー辞書」ボタ ンをク リックする と 「ユーザー辞書 登録」画

面が表示 され、すで に登録済み の対応語 句=子 が表示 され る。

検 索 を望 む 「対応 語句=子 」の フラグをク リック して検索対 象 とす る ことがで

きる。
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例 えば、 「アイ ンシュタイ ン」 という言葉 を検 索語 句=親 とした場合 、

対応語句 と して 「アイ ンシュタイ ン」 「アイ ンス タイ ン」が登録 され てい る。
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「アイ ンシュタイ ン」 とい う言葉 のみで検索 した い時 には、対応 語句=子 側 に

表示 されて いる 「アイ ンシュタイ ン」とい う言 葉の右 のチェ ックボ ックス をク リッ

ク して検 索 フラグをたてる。

こうす る ことによって、ユーザ ー辞書 には 「アイ ンシュタイ ン」「アイ ンスタイ

ン」という言葉が登録 されて いるが、そ の うち 当該検 索で は 「アイ ンシュタイ ン」

とい う言葉 だけでの検索 が可 能 とな る。
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なお、ユーザー辞 書 の機能 は、 「ダイ トル ・サ ブタイ トル」及 び 「執筆者 名」で

の検 索 に使用で きるが、 「執筆者名」で の使用手 順 とロジ ックは既述 した 「タイ ト

ル ・.サブタイ トル」 の場合 と同様で ある。 ・ ・
バ

4

`



5.2.5執 筆者名 による検 索

仮 に ∫水野」 という姓で検 索 してみ る。

執筆者名のテキス トボ ックス に 「水野 」 とタイプ し、 「検 索」 を実行す る。

この場合 は、部分一致 の検 索 とな る。

図5-11

検索結果 リス ト表示画面 は、次 の とお りである。
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図5-12

リス ト表 示 は、タイ トル ・サ ブタイ トル の文字 コー ド(JISコ ー ド)順 にソー

トされ てい るが、 「タイ トル ・サ ブタイ トル」 「執筆者名」 「出典 名」の文 字 コー ド、

「記事掲載雑 誌 出版年 の昇べき」の4種 のソー トを選択で きる ことは既 述 した とお

りである。
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5.2.6執 筆者名 による全文一致検索

検索画面で の 「タイ トル ・サ ブタイ トル 」 「執筆者名」 「出典 名」での検 索は、

すべて 「部分一致検 索」 を前提 として いるが 、執筆者名の検索 においては部分一

致で は都合 の悪 い こともある。

「戦前期雑誌記事索引」は最終的には、100万人を超える執筆者データを収容す

るようになる。

部分一致検索で執筆者を検索 した場合、頭一文字がなくて外は同一文字列の執

筆者はありうるのであ り、ましてお尻一文字がなくて外は同一文字列の執筆者 と

いうのは(名 前の後 に漢数字や子 という文字を付けて命名する場合の多 さを考 え

ると)数 え切れないほど存在すると想定されるのである。

執筆者名検索 に関 してのみ は 「全文一致検 索」の機能 を加 える ことに した。
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仮 に、 「水野錬太 郎」 という執筆者 名で検索 してみ る。

執筆者 名のテキス トボ ックス に 「水野錬太郎」とタイ プ し、 「全 文一致」のチ ェ ッ

クボ ックス をク リックし 「検索 」 を実行す る。
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図5-13

検 索結果 リス ト表示画面 は、次 の とお りで ある。
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図5-L14.
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5.2.7出 典名 によ る検索 と出版年の絞 り込み

「出典名」 によ る検索 も、 「タイ トル ・サ ブ タイ トル」 「執筆者 名」 による検 索

と同様であ る。

検索結果 リス トの ソー トキー選択機能 、ユーザー辞 書登 録機能 も同様 にサ ポー

トされて いる。

出版年 につ いては、そ の情報独 自に検 索す るとい うよ りは、「タイ トル ・サ ブタ

イ トル」 「執筆者 名」 「出典名」での検索 時の検 索対 象期 間絞 り込 みの機能 として

考 えるべ きで ある。

「戦前期雑誌記 事索 引」 の場合、同姓 同名 を識別す る情報 を得 ることが 困難な

ため、記事掲載雑 誌 の出版年 を絞 り込 む機 能 は、貴 重な判断材料 を与 えて くれ る

もので ある。
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■ 程手 購

図5-15
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6.今 後 の 課 題

デー タベー スの機 能 の改 善のため にも、それ 自体 デー タベース構築 の成果 とし

て 、[人 名][地 名][団 体 名][事 件名]に つ いて の シソー ラス の制作 ・整備 ・拡

張が求め られ る。

今 回のデー タベース に組み込んだユーザー辞書登 録機能が、そ の基礎 づ くりに

貢献す るで あろ う。

今 回、財 団法 人デ ー タベース振興 セ ンターの ご協 力で、 「戦前期第1期 デー タ

ベース」 を構築 したが 、 これ は全体 の約1割 にす ぎず、今後早急 にす べて のデー

タベー ス化 が行 わな けれ ばな らない。

先ず は本 デー タベー ス の第2期 以降 の作業 をぺて、完全な ものにす る ことが急

務であるが、冊子体 の 「索 引集成」か ら本 プ ロジェ ク トに至 る間、急速 な技術 の

進歩、イ ンフラの整備 、 さまざまな レベル での電子 図書館 の構想 な ど大 きな環境

の変化 があ った。

これ らを踏 まえて 、デー タベー スの今後 の展望 と して雑誌記事検 索 ・調査環 境

の 「夢」 をあ げてお きたい。

(1)索 引集 成 と総El次 類 の統合

われわれが、制作 しよ うとす る雑誌記事 索 引集成 のデー タベー ス化 は、デ ー タ

量延べ百万件、執筆者三十万 人以 上 とい う膨大 な ものであ るが、しか し、「水 野著

作集」の項で述べ たよ うに、索 引編纂 の時点で取捨選択 が加 え られて いる。

しか も当然 、当時の価 値観 で選択 されて いるわ けで あるか ら、現在 のわ れわれ

の評価 と同 じ軽重で選 択 されて はいな い。

したが って必要 な ものが もれた り、そ の逆 も起 こ りうる。

これ を防 ぐには、や は り最終 的にはその雑 誌 の総 目次 を、それ がな い場合 は現

物 を、あた ることが必 要 とな る。(こ れ については、その ことが決 して雑誌 記事索

引集成の意義 を損な うもので はな い ことは前述 した)

現在の索 引集成 の利用価値 を高める もの と して、索 引集成 デー タベー ス にお い

て、 「総 目次類」をも統 合的 に検 索できれば、上記 の問題 を解 決す る一方 法 とな る

わ けであ る。

そ こで、今 回の第1期 において、た また ま弊社 にお いて別 の機 会 に復 刻 しそれ

にあわて作成 しデ ジタルデ ータ として保存 して あった 「科学主義 工業」 の総 目次
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と、市 政調査会及び労働 科学研究所 が独 自に作成 した 「都市 問題 」 「労働科学 」の

総 目次 を、両機 関の ご好 意で提 供 を受 け、第1期 分 とあわせ て検 索で きるよ う、

(株)エ ニ ウェイ にお いて ソ フ トを作成 した。

もとよ り、 これは記事 索 引集 成デー タベースが完成 して、次の段階へ の実験で

あ り、まだ まだ検討 の余地 の ある ことで ある。

統合検索 をす るについて は、

A記 事 索引データベース か ら、 当該雑誌 にかかわ るデー タを削除 し総 目次

デー タと入れ替 え る。

B記 事 索引データベー スの 当該雑誌 のデー タを表示 しな いよ うに し、総 目次

デー タを表示す る。

C統 合検 索 はす るが両方 を別 々に表示 し、結果 の検 討 は利用者 に委ね る。

Aは デー タベー スそ の もの を統合す る もので あ り、B、Cは 雑 誌記事索 引集成

と総 目次各 々は別 なデー タベー ス と して 、検索 と表示 を統合 的に しよ うというも

ので ある。

それぞれ一長一短 があ る と思 われ るが 、今 回の実験版で はCの 方法 をとる こと

とした。 これはWeb版 の執筆 者索 引 と同 じ形である。

但 し、 この件 につ いて は、受託 内容 と必ず しも一致す る もので はないので 、本

報告 ではふれず 成果物 に附録 して添 付す る こととした。

総 目次 に関 して は、少 なか らず冊子体 の もの としては作成 され てお り、また雑

誌 の復刻 にお いて は、それ に伴 って作成 されて いる。

したが って、次 の段階 として総 目次 をデータベース に取 り込 んでい くことは、

検 索の密度 を飛躍的 に向上 させ る ことがで きよう。

また、復刻 のあるもの といまだ復刻 されて いない ものの区別 をつける ことで利

用者 の便 も図れ る。

(2)復 刻 との統合

すべての索引と雑誌記事そのものとのリンクは事実上不可能(技 術的には容易

であって も経費の面で)で あろうが、相当な復刻が現在行われているわけである

か ら、比較的作業が容易である復刻された資料だけでも画像 としての電子化を行

い、索引データベースとリンクすることができれば、その使い勝手は飛躍的に増

すはずである。

復刻の電子化は国立国会図書館でも電子図書館の実証実験 としてすすめられて

いると聞く。
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前述 のよ うに国立 国会 図書館 にお いて は、戦前期 の記事索 引デー タベー スは計

画 にあが って いな いが 、い くつかのプ ロジェク トを有機的 にむすびつ ける ことで 、

実現 の可能性 が あるので はなかろ うか。

もとよ りこれ らの実現 には著作権 ・版面権 ・出版権 な ど複雑 な権 利 関係 をク リ

アす る必要 は あろ うが 、検討 の余地 のあ る課題である。
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7.参 考 資 料

1)宮 地見 記夫:明 治期社会科学雑誌 記事索 引 「図書館学界年報」Sep.1980

2)宮 地 幹夫:大 正期経済学関係雑誌 記事索 引の比較研 究 「一橋論叢 」86巻3号

3)掘 込 静香:明 治 ・大正 ・昭和 前期 にお け る雑 誌記事索引小史一 国文学 ・

歴史学 を対象 と した索 引を中心 に 「鶴見 大学紀 要」第34号(1997年3月)

4)松 井 幸子:社 会科学文献デー タベー スの構造解析 、丸 善、1992年2月

5)宮 地見 記夫:日 本 にお ける社会科学 系雑誌記事 、草稿、1980年9月

本稿 は重要で あ り未刊で あるので、以下 にそ の全容 を記す。

凡例

1.こ の書誌 には、わが 国(旧 植 民地 を含 む)の 明治期 よ り昭和20年 までの社

会科学 とそ の周辺領域 の

a.雑 誌 、紀要な どの刊行物 に継承 して掲 げ られた雑誌記事索 引 ・抄録

b.記 事索 引お よび抄録 の専 門誌

c.少 数 の図書形態 にま とめ られた記事索 引 と抄録

を収録 して ある。

2.第1部 は記事索 引 ・抄録 を主題別 、年代順 に配列 した。

3.各 アイテムの記入順序 。

a.索 引 ・抄録 の名称

b.掲 載刊行物 の名称 、掲 載開始 ・官僚 の巻号 、年 月

c.編 纂者 もしくは発行者 の名称

d.解 題

e.一 覧表等 によ り表 示 して ある場合 には、分類項 目、収録対 象誌名 を掲 げた。

た だ しいずれ も、年 あるいは巻号 によ ってかな り相違が あ る。

参考文献(順 不同)

天野敬太郎:本 邦書誌 ノ書誌 昭和18年

林 繁三:雑 誌論文索 引抄 録所蔵刊行物 調査 昭和18年

波多野;弥 吉:研 究調査参考 文献総 覧 昭和9年

伊南村徹元:索 引の話 昭和52年

細谷;宮 地:社 会科学記事 索 引 「学術 月報」 昭和36年

木 田橋喜代慎:「 経済学文献 季報」 につ いて(1)「 経済資料研 究」No.8(1974)

青木 實:雑 誌 論文索引その他 「書物 展望」2(9)昭 和7年
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第1部 主 題 別 の 部

通 し番 号 の頭 の○ 印 は 図書 で あ る こ と を示す 。

1.一 般

【1】雑 誌 索 引 下 戸 前 繁 松 編 ・刊 発 行 所:

大 正ll年 昭 和4年 秋 田 、 昭 和4年 一16年 東 京

○ 第1巻 第1冊(大 正11・12・25)一 第10冊 一()、169p

第1巻 改 訂 増 補 版 第1-43回(あ ～ す)昭 和7・7一 同16・6860p

第2巻 第1-24回 昭和3・12一 同7・6480p

(参 照:稲 村 、p.57、58、llO～ll4)

○ 明 治 以 降 刊 行 の 図 書 お よ び 主 要雑 誌 記 事 。 人 文 ・社 会 ・自然 科 学 を カバ ー

す るが 収 録 ア イ テ ム 少 な し。 選 択 的

【2】雑 誌 重 要 記 事 目録 三 菱 合 資 会 社 資 料 課

大 正14年9冊

○ 大 正11年1月 一 同14年3月 中 に刊 行 され た 内外 の 雑 誌 よ り重 要 と思 わ れ る 記

事 を収 録

第7冊R:農 林 、 畜 産 、 水 産 業

【3】雑 誌 記 事 索 引 「読 書 標 」 第1-44号(大15一 昭5)朝 日 新 聞社(東 京)調

査 部 編

【4】雑 誌 索 引 大 正15・9一 昭2・8「 ブ ヅク マ ン」3巻 ∴9巻(大15)、 「ブ ック レ

ビュ ー」1巻1～5、8号(大15・10一 昭2・8)

2.社 会 科 学 一 般

【5】法 政経 済社 会 論 文 総 覧[正]、 遺 篇

天 野敬 太 郎 編 刀 江 書 院 昭和2-32冊

○ わ が 国 の 明 治 以 降 、 昭和2年 まで を対 象 とす る。[参 照 宮 地(1)]

【6】経 済 法 律 文 献 目録 第[1]、2輯 神 戸 高 等 商 業 学 校 商 業研 究 所 編 大 阪 實

文 館 昭 和2-62冊

○ 第1輯:大 正5一 同14年 、 第2輯:大 正15一 昭 和5年'

87



○わが 国にお いて公表 された経済、商業 、社会、政治、外交、法律な どに関

す る著書 、冊子 、報告 書、統計書お よび重要新 聞雑誌 に掲げ られた論文 ・

資料 を収録 。[参 照 宮地(2)]

2-1地 域 一 般

【7】外国雑誌 重要記事索 引(月 刊)第1号(大10)-260号(昭17・9)全 国経済

調査機 関連合 会

○わが 国の外 国雑誌記事 索引 として は最 も長 い歴史 を有す る。英 ・独 ・仏文

が主。 当初論 題名 は邦訳 のみを掲 げ、執筆者名 も付 して いない。

○分類項 目:経 済理論 、経済事情、財政 、金融、物価 、企業及会計 、保 険、

商業及貿 易、工業 、土 木建築、鉱業 附燃 料問題、農村 ・畜産 及水産業 附食

料 問題 、交 通、移植 民 ・人 口 ・人種 問題 、都市 問題、労働及社会 問題 、政

治及外交 、法制、統計及年感 、雑 。

東亜一般

【8】東亜 関係雑 誌重要記事 索 引 「東亜」1巻1号(昭3)-12巻7号(昭14)東

亜経済調査 局

08巻8号(昭10・8)ま で"支 那 ・満州 国関係雑誌重要記事索 引"と 称 した。

現 名称 は9巻1号(昭11・1)よ り。欧、邦 、中国文 を併記。

○分類項 目:地 理 区分 と以下 の主題 が組 み合わ され る。経済理論、経 済史、

経済事 情及政策 、農業 、林業、畜産業 、水産業 、鉱 業、工業、商業 、交通、

金融、企業経営及会 計、財政 、政治 、法律、地理及歴史、人 口 ・食 糧及移

植民、社 会事業及政 策、教育哲学及其他 文化科学 、雑(刊 行 によって変更

あ り)。

【9】大平洋地域 に関す る主 要雑 誌記事 目録(月 報)大 平洋協会

○分類項 目:地 理句bん と以下 の主題 が組み合わせ られ る。自然、文化 ・宗教 ・

社会 、政治 ・法制 、国際関係、植 民問題 、経済一般 、貿易 ・商業 、農 林水

産業 、其他 。

【10】東亜 関係文献 目録 「東亜研究 」(月 報)東 亜 同文書院大学東亜研究部

○邦文 、中国文 を収録

○分類項 目:総 記 、歴史 、地理、政治 ・外 交 ・軍事、 国際、法律 ・司法 ・行

政、社会、宗教、思 想 ・文化 ・教育 、民族 ・人 口 ・移 民、経済一般、財 政、

経済 政策及経 済建設。

【11】大東亜戦争関係雑誌記 事索引 「読書人」(月 報)東 京堂
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Ol巻1号 一28巻ll号(大3一 昭6・ll):東 京 堂 月 報

1巻1号 一4巻4号(昭16・12一 同19・4):読 書 人

○ 分 類 項 目:論 説 、哲 学 ・思 想 ・宗 教 、 教 育 ・修 養 、 内 外 政 情 、 国 際 外 交 、

軍 事 ・国 防 、 財 政 ・経 済 、 産 業 ・交 通 、 社 会 ・文 化 ・科 学 ・芸 術 ・厚 生 、

歴 史 ・地 理 、 人物 評 論 、 現 地 報 告 、 従 軍 記 、 婦 人 ・家 庭 、 画 報 、文 学 ・国

文 学 、文 芸作 品 。

ソヴェ ト聯 邦

【12】経 済調査会 新着露文雑誌 重要記事索 引 「ソヴェー ト連邦事情」1巻1号(昭

5)一 南満州鉄道株 式会社経済調査 会

○ ソヴェ ト関係 の記事 は邦文 図書 ・雑誌 論文 も収録

○分類項 目:地 理 ・歴史 、文化 、経済一般 、農 ・林 ・畜産 ・水産業 、鉱 業 ・

工業、商業 、交通 ・通信 、財政 、貨 幣 ・金融 、植民 ・移 民、社会 ・労働、

法制 、政治 ・外 交 ・軍事 、共産党 ・第三 イ ンターナ シ ョナル 、反 ソヴェー

ト政権運動 ・露国エ ミグラ ン ト

中華民国

【13】主 要中国雑 誌新 聞記事 索 引 「支那研 究」14号(昭2)一 亜 同文書院支

那研究部

○分類項 目:経 済学 ・経済学史、経済史及経済事情、経済 政策 、産 業、牧畜 ・

林業 ・水産業 ・鉱業、農 業 ・農業政策 、工業 ・工業政策 、投資 ・外 国為替 、

市 場 ・取 引所 ・投機 、交通 ・運輸、倉 庫 ・保険 、企 業及経営、財政及財政

学 、会計及会計学 、統 計及統計学、政治及行政 、外交 ・国際事情及 国際法 、

法制及法制史 、民事 及刑事法、商事及 商事法 、社 会学 ・社会史 ・社会事情 、

社会運動及社会 政策 、社会科学一般、教育 ・文学 ・語学 、人 口 ・移植 民及

人種問題 、保険 、支那 学、都市、南洋 事情、雑

【14】南支那及南洋 関係重要記事索 引 「南支那及南洋 情報」1年2号(昭6・11)、

2年1号(通 し5号)以 後 隔号 台湾総督 府官 房調査課

○文献 は地域別(中 華民 国、比律賓 、仏領 印度支 那、 シャム、英領 印度、印

度 ・緬旬、南洋 一般他)に 区分

○収録対象誌[昭 和7年 分]× 印は華文 。欧文誌 は省略

【15】支那南洋其他 海外 重要記事索 引 「量湾時報」35号(大 正11)一

府官房調査課

毫湾総督

89



満州

【16】雑誌重要記事 索引 「満鉄 図書館 報」1巻1-3号(大10)

【17】内外雑誌記事 件名索 引1-8大 連 図書館 大正12-13

【18】雑誌 図書重 要記事索 引 「満鉄調 査月報」3巻5号(大12)一 南満州鉄道調

査部資料課

○ この索 引は 「月報」16巻5号(昭11・5)以 降 は雑誌論文記事 につ いて は掲

載 を廃 し、以後 「満鉄 資料彙報」 に収録

○分類項 目:地 理 ・歴史 、文化 、経済一般 、農林畜水産業 、鉱 業、工業、商

業 、交通 、財政 、貨 幣 ・金融、植民 ・移 民、社会 労働 、都市、法制、政治 ・

外交 ・軍事 、満鉄。会 社会計 ・検 査法 〔各項 目はさ らに数字の細区分 あ り〕

○収録対象誌 は、 【19】"雑誌重要記事索 引"を 参照 の こと。

【19】雑誌重要記事索 引 「満 鉄資料彙報 」(月 刊)1巻(昭11)一 南満州鉄道株

式会社調査部資料課

○前記 「満鉄調査 月報 」に16巻4号 まで掲載 の 「索 引」を継承す る。邦 ・欧文

併記。

○分類項 目:経 済 一般 、企業 、農 業、林業 、畜産業、水産業 、鉱 業、工業、

商業 、交通 、金 融、財 政 、政治、法律 、植 民 ・人 口 ・食糧 、社会 ・労働、

地理、歴史 、文化 、 自然科学 、総記、満鉄 〔各項 目は数字 と収録対 象詩名

(昭和16年 分 、但欧 ・中国文誌 を除 く)〕

【20】満州及支那公報類索 引 「満鉄調査 月報」8巻6号(昭3)一 満鉄 経済調査

会

○ 当初 「雑誌 図書重要記事索 引」 【18】の最後尾 に 「政府公報其他 」と して掲

げて いた ものを独立 させ た。な お 昭和4年 に光緒33年(1907)一 民 国7年

(1918)に わた る期 間 をcumulateし た 「中華 民国政 府公報 主要記 事索 引 目

録 ・」が満鉄調査課 よ り刊行 された。

○分類項 目:国 体 、国会 、法例 ・公文程 式 ・公報 ・職 員録、管制 、官 規、地

方制度 、内務、外交 、財 政 、軍事 、法務 、教育 、産 業、交通 、雑 件、官吏

任免

【21】満鉄調査課備付資料索 引 目録1-4輯 大連 南満州鉄道株式会社 庶務部

調査課 昭和3-94冊

○主 に満蒙 、支那、 シベ リア を対 象区域 とす る。
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【22】北満関係雑誌 記事索引 第1号()一 南満州鉄道株式会社姶爾濱

図書館

○ 当館所蔵 の邦 文雑誌の うち、北満 および附録 として極東露領関係 の文献 を

収録。

○分類項 目:総 記、歴史科 学、社会科学 、 自然科学 、工業 、産業

【23】満州 関係 資料 集成 満州事情案 内所193940+778p

O1927年 に刊行 され た 「満州事 情案 内所資料集成」 の改訂 ・増補版 。1938年

までに所蔵 された 図書 、報告書 、雑誌等 をもとに作成

○分類項 目:地 理 ・歴史 、法制、政治、交通 ・通信 ・土木 、経済 、産業 、土

地 ・人 口 ・開拓 民、統 計、文化 ・教育 ・宗教 、医事 ・衛 生 ・理学、社会 ・

労働

朝鮮

【24】鱒浦 関係重要雑 誌記事 目録 「文献報国」1巻1号(昭10)一 朝鮮 総督府図

書館

○題 目の五十音順 配列。 日本語 文献が主

○収録対象誌 名[昭 和18年 分]

【25】朝鮮関係雑誌重要記事調査 「朝鮮総督府調査月報」 朝鮮総督府

【26】朝鮮 関係図書論文 目録 「京城帝 国大 学法学会論集 」(年 刊)京 城帝 国大

学法学会経 済研究室

○邦文文献 のみ

○分類項 目:書 目解題 、朝鮮事情一般、産 業一般 、農業 、牧畜 ・養 禽 、林業 、

蚕 虫業、水産 業 ・塩 業、鉱工業 、交通 ・通信、産業貿 易 ・金融 、社会 問題 ・

社会事 業、農 村問題、移植 民 ・人種 ・人 口問題、財政 、教育'・文 学 、宗教、

政 治 ・行政、 司法 、歴史 ・伝記 、風俗 ・習慣 、衛生、雑

東南アジア

【27】邦 文 雑 誌 重 要 記 事 索 引 南方 之 部 昭 和10年1月 ～ 昭和17年L月 東 亜研 究

所 資 料 課 昭 和17年216p(謄 写 刷)

○ 地 域:東 亜 、南 洋 一 般 、仏 領 印度 支 那 、泰 国 、英 領 マ レイ 、英 領 ボ ル ネ オ 、

ビル マ 、 印度 、 フ ィ リ ピン、 蘭 領 東 印度 ・ポル トガル 領 チ モ}ル 、 濠 州 、

ニ ュー ジー ラ ン ド、仏 領 ニ ュ ー カ レ ドニ ア

○ 分 類 項 目:政 治 ・外 交 、法 制 、民 族 、移 民 ・人 口、経 済 一 般 、産 業 、農 業 、

林 ・畜 ・水 産 ・蚕 系 、鉱 業 、 工 業 、 商 業 、財 政 、金 融 ・為 替 ・貨 幣 ・物 価 、
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企 業 ・経 営 ・会 計 、 交 通 ・運 輸 ・通 信 、 社 会 ・労 働 、 文 化 、 宗 教 ・哲 学 ・

教 育 、歴 史 、 地 理 、 自然科 学 、統 計

【28】南方文献 目録 日本拓殖協会 昭和17238p

O当 会所蔵 の昭和17年 以 前 の10年 間分 の雑 誌論文 を収め る。 また併載 の図書

は昭和17年4月 まで に受入れ られた ものを対象 と して いる。

○分類項 目:目 録 ・年鑑 ・人名録 、一般事 情 ・旅行記、地理、歴史 、民族 、

文化 ・教育 ・宗教、政 治 ・外交 ・法規 ・軍事 、社会 ・労働 ・衛生 、拓殖 、

日本 との関係事情 、産 業 ・経済 、農業 ・林業 ・水産 業其の他、鉱業 、工業、

金融 ・投資、外 国貿 易 ・国内商業 、対 日貿 易、交 通 ・通信[地 域 区分 あ り]

【29】新刊雑誌 南方関係記事 索引 「南方資料館報 」(月 報)1号(昭18・1)一 南

方資料館(台 北市)

○雑誌記事 の他 、毎号 図書 目録 、主題 書誌、文献解 題 を掲載

○分類項 目:地 域 区分 の ほか に、地誌 ・伝 記、 自然 ・科学、民族 ・宗教 ・政

治 ・教育 、経 済 ・植民 、華僑 、産 業 ・貿易、衛 生 ・文化、芸術

【30】比律賓関係雑誌記事 「比律賓情報」(月刊)比 律賓協会

其の他

【31】論文要 目 「回教圏」(月 報)1巻1号(昭13・7)一 回教 圏研究所

○ 回教 圏 に関す る邦文雑誌所蔵 の論文 を収録。

○ 分類項 目:社 会経済 、政治 、文化、民族 、紀行、地理 、資料[地 域分類 略]

2-2政 治 ・行 政

【32】時事文献 「同盟 時事 月報」 同盟 通信社

○分類項 目:世 界一般 、欧米一般 、欧州大戦 、欧州諸国、米州一般 、北米 、

中南米 、中西亜、東亜 一般 、大東亜戦 争、満蒙 ・支那、南方政治 、外交 、

財政 ・経済 、軍事 、文化社会 、地 理歴史、学芸

【33】最近 の資料 ・雑誌 ・図書 目録 「地 政」(隔 月刊)満 州 国国務 院地政総局

○地政以外 の文献 も収 め る。

【34】都 市 問題 関係 新 文 献 「都 市 問 題 」(月 刊)1巻1号(大14)一 東 京 市 政 調

査 会

○ 分 類 項 目:都 市 一 般 、警 防 災 害 、国 土 計 画 、都 市 計 画 、運 輸 ・交 通 、動 力 ・

燃 料 、水 利 ・土 木 ・建 築 ・上 水 ・下 水 ・厚 生 ・衛 生 、教 育 文 化 、社 会 問題 、
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社 会 事 業 ・住 宅 問 題 、 農 業 問 題 、配 給 問題 、物 価 ・金 融 問題 、経 済 地 理 、

財 政 ・行 政 ・政 治 ・法 律 、 歴 史 ・地 誌 ・伝 記 ・其 ノ他

○ 累積 版 あ り 【35】 をみ よ 。

【35】邦文雑誌記事 索引 東京市政調査会 昭和2327p

O大 正14～ 昭和2年 の都市 問題 関係 の記事 を収める。

2-3法 律

*【5】 、 【6】 も み よ 。

【36】法 律 経 済 論 題 輯 覧[正]、 続 、増 補 版 巌 松 堂 書 店 編 輯 部 編 福 岡伯監 修 三

書 棲[正]篇:明 治41、 続 篇:明 治43・11・1、 増 補 版:明 治43・ll・153

冊

○ 詳 し くは 宮地(1)を み よ

【37】最 近 著 書 論 文 「法 学 新 報 」19巻2号(明42・2)-39巻1号(昭4・1)中

央 大 学 法 学会

Ol9巻2号 ～38巻4号 は ほ ぼ 毎 号 にわ た って"前 月 中 の新 聞 に よ り公 表 せ られ

た る政 治 法 律 経 済 に 関す る論 説 の重 もな る もの"と して10タ イ トル 前後 の

記 事 を掲 げ、 掲 載 をや め る直 前 の38巻7～9、11号(昭3・7～9、11月 号)、

39巻1号(昭4・1)で は"最 近著 書 論 文 総 覧"と な っ た 。

【38】雑誌論文一覧 「法学協会雑誌 」34巻3号(大5)-41巻9号(大12)

【39】法 律 論 題 「法 律 評 論 」(月 刊)13巻9号(大13)一 法 律 評 論 社

○ 分 類 項 目:民 法 、 商 法 、刑 法 、 法制 史 、 諸 法 、 雑 、 持 論

【40】法律論題 「判例研究」1巻1号(大13)-5巻3号(昭3)

【41】法律雑誌一覧 「法律学研究 」26巻10号(昭4)

【42】文献篇 「法律年鑑」昭和10年 版一 末広厳太郎編

○対象誌等 について は、 【43】参 照の こと。

○分類項 目:法 律学一般 、憲法 、裁判書構 成法 、国家 総動員法、一般 、行 政

法、民法 、商法 、民事訴 訟法、刑法、型時訴訟法、産 業法 、無体財産権 法、

社会 ・労働法、国際法 、法 制史、外 国法、大東亜地域 の法制、

政治 ・政治学、全書及叢書 、雑
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【43】文献 月報 「法律時報」1巻1号(昭4・12)一 末広厳太 郎編 日本評論

社

○凡例 によれ ば"我 国近刊 の法律及び社会 ・経済 に関す る著書 ・報 告書 ・雑

誌其 の他 の刊行物 申法律関係 の もの を主 とし"と ある。

○分類項 目:法 律学一般 、国法学(憲 法、行政法)、 刑法 ・刑事政策 、社会法

規 ・社会 問題、私法(民 ・商法)、 訴訟 関係法 、法制史 、国際法、外交問題、

政治 ・政治学 、雑 、社 会財政経済

【44】海法論文一 覧 「海 法会誌」(年 刊)第1号(大5)一 松波仁一郎編

【45】刑事 関係文献 「刑政」(季 刊)刑 務協会

○分類項 目:法 律一般 、刑法 ・刑事訴訟 法、行政 ・司法保護、其他

【46】法律文献 「司法協会 雑誌」9巻1号(昭5)一

【47】司法保護事業 関係文 献 「司法保護事 業年鑑」 司法保護研究所

○分類項 目:司 法保護事業一般 、少年保護 、思想犯保護 、釈放者及 猶予者保

護

2-4経 済

*【5】 【6】【36】もみ よ。

【48】勧業諸報標 目(不 定期)石 川県勧 業博物館

第 一冊 明治初年 一同23年 、160タ イ トル 、約11,000件 東京 有 隣堂発売

明治24442p

第二冊 明治24年 以 降、26タ イ トル 、約1,540件 石川県 内務 部第二課 明治

2676p

第三冊 明治27年 まで?16タ イ トル、約1930件 石川県 内務部第 五課 明

治2872p

*詳 細な検討 は稲村徹 元

【49】最近 の経済 学界 「国民経済雑誌 」(月 刊)6巻2号(明42)一 神戸商業

大学

06巻2号(明42)-7巻6号(明42):「 新刊雑 誌要 目」10-20種 類 の邦文誌 の

記事 を掲 げる

8巻1号(明43)-71巻6号(昭16・12):「 最近 の経済学界」邦文 図書 も併載

○大正5年 よ り昭和5年 分 を累積 した ものが 【5】である。

○収録対象誌 名 【昭和 年分】
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【50】近 着 欧文 雑 誌 重 要 記 事 「経 済 資 料 」(月 刊)1巻1号(大4)-17巻3号(昭6)

南 満 州 鉄 道 株 式 会 社 東 亜 経 済 調 査 局

○ 掲 載 号1巻1号(大4・3)-9巻8号(大12・8)、10巻8号(大13・8)-12

巻8号(大15・8)、12巻10号(大15・10)-15巻6号(昭4・6)、16巻4号(昭

5・4)-17巻3号(昭6・3)

○ 別 記 【51】 「新 刊 邦 文 雑 誌 重 要 記 事 」 と併 載 。な お15巻5・6号 ま で は 論題 名

は邦 訳 、誌 名 は原 タイ トル の片 仮 名 書 き 、執 筆 者 名 は略 され て い る 。

【51】新刊邦文i雑誌重要記事 「経済資料」(月 刊)3巻5号(大6)-16巻4号(昭5)

南満州鉄道株 式会社 東亜経済調査局

○掲載号3巻5号(大6)-9巻8号(大12)、10巻1-3号 、15巻5・6号 、16巻4・

5-17巻2号

○分類項 目:経 済 事情及政策、農林畜産 及水産業(付 食 糧問題)、鉱 業、工業、

商業、交通 、財政 、貨 幣及信用 、人種 並人 口及移殖 民、労働及社会 問題 、

政治、雑 【以 上 の主題 に地位記号(略)が 組合 わ され る】

【52】 内外 新 聞重 要 記 事 分 類 索 引

1・ 「山 口商 学 雑 誌 」 第1号(昭2)-5号(昭4):外 国新 聞 重 要 記 事 分 類 索 引

【欧 文 】

・「東 亜 経 済 研 究 」11巻3号(昭2・7)-13巻2号(昭4・4):内 外 新 聞重 要

記 事 分 類 索 引 【日本 ・支 那 】(1)～(8)

2「 調 査 時報 」1巻1号(昭 和4・7)-6巻5号(昭9・12)【 以 後 「山 口商 学 雑 誌 」

に合 併 】:内 外 新 聞 重 要 記事 分類 索 引(1)～(28)

3「 山 口商 学 雑 誌 」6巻1号(昭10・4)-15巻1・2号(昭19・6):内 外 新 聞重

要 記 事 分 類 索 引(29)～(77)

4「 東 亜 経 済 研 究 」28巻2号(昭19・10)-28巻3号(昭20・3):内 外 新 聞 重 要

記 事 分 類 索 引(78)～(79)

5「 東 亜 経 済 研 究 」29巻1・2号(昭20・6):新 聞 重 要 記 事 分 類 索 引 一東 亜 新 聞

之 部 、 日本 新 聞 之 部(80)

○ 「東 亜 経 済 研 究 」23巻1号 か ら28巻3号 に は'東 亜 新 聞 重 要 記 事 索 引'を 掲

げ る。

○ 分 類 項 目:経 済 理 論 、経 済 政 策 、一 般 政 治 経 済 、財 政 、貨 幣 ・金 融 、物 価 ・

消 費 経 済 、 企 業 経 営 、 工 業 、鉱 業 、交 通 、 保 険 、倉 庫 、 人 口 ・移 殖 民 ・民

族 問題 、社 会 問題 ・労働 問題 、法 律 、 政 治 ・外 交 、 軍 港 、教 育 ・文 化 、 雑

【53】近 着 外 国経 済 雑 誌 論 題 「経 済 論 叢 」29巻1号(昭4・7)-54巻3号(昭17・

3)

京 都 帝 国大 学 経 済 学 会
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047巻1号 よ り'外 国雑 誌 論 題'と な る 。

【54】文 献 月報 「経 済 学 雑 誌 」(月 報)大 阪 商科 大 学 経 済 研 究 所

1経 済 時 報2巻1号(昭5)-8巻2号(昭12):"内 国雑 誌 重 要 記 事 索 引 、 資

料 一 覧"、"外 国雑 誌 重 要 記 事 索 引 、 新 着 図 書"

2「 経 済 学 雑 誌 」1巻1号(昭12・4)-10巻2号(昭17・2):"内 外 文 献 月報"

3「 経 済 学 雑 誌 」10巻3号(昭17・3)一(昭19)"文 献 月 報"

○ 【59】"社 会 経 済 文献 年 報"は 上記"内 外 文 献 月報"を 累 積 した もの。

○ 分類 項 目:総 記 、 書 目 ・辞 典 、経 済 ・社 会 理 論 ・学 説 史 、 経 済 史 、経 済 政

策 、原 始 政 策 、 商 工 業 、 経 営 、貨 幣 ・金 融 、 財 政 、 交 通 、倉 庫 、保 険 、 国

際経 済 ・人 口 ・移 殖 民 政 策 、経 済 地 理 、 社 会 問題 、 都 市 問題 ・地 方 行 政 、

経 済 法 、統 計 ・年 鑑 、 書 評

○ 詳 し くは 宮 地(2)を 参 照 。

【55】外国雑誌論題 「商学 」第2号(昭5・2)-14号(昭 和9・6)横 浜 口頭商

業学校 商学会

○重要論文 ・記事 を論題別 に分類 ・収録

○分類項 目:経 済理論 、経済史 、経 済政策、経済事 情 、財 政、貿易、金融及

物価、交通、保険 、経 営及会計、産業 、労働 及社 会政策 、法律政治、雑

【56】最近経済文献 「三 田学会雑誌 」26巻1号(昭7・1)-28巻ll号(昭9・11)

慶応義塾大学経済学部

○ 欧 ・邦文 の図書 、雑誌 論文 を併載 。

○分類項 目:理 論経 済学 ・経済学史 、社会経済 史、経 済政策、金融 、世界経

済 、財政学 、経営経 済学 、会計学 、社会学 、社 会 問題 、社会政策 、統計 ・

年鑑

【57】経 済 学 文 献 解 題 「高 岡 高 等 商 業 学 校 研 究 論 集 」(季 刊)6巻1号(昭8・7)

-9巻1・2号(昭11・6)

高 岡 高等 商業 学 校 研 究 会

06巻1号 に 昭和7年 度 、以 下7巻1号(昭 和8年 度)、8巻1号(昭 和9年 度)、9巻1・

2号(昭 和10年 度)と 続 いた 。 他 の主 題 につ いて も解 題 あ り、 【69】を参 照

せ よ 。

【57'】経済学文献大観 財 政編、貨 幣金融編 上 ・下 、商工編 上 大 阪商科 大

学経済研究所 大阪 昭和9-144冊

○収録文献 には大 正8～ 昭和ll年 まで に刊行 の図書 、論 文、調査の もの を含 む
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【58】日本経済資料索 引(月 刊)一 財政 ・経済 ・産 業 ・社会 ・統 計 一1巻1号(昭

ll・3)-1巻6号(昭 和ll・9)波 多野賢 一編 日本索 引学会刊 巌松 堂

書店発売

Ol20～170種 前後 の経済 関係雑誌 を対象。但 し号 によ って は、対象雑 誌 の未

収録がかな りある。配 列は件名の五十音順 。

【59】社会経済文献 昭和12一 同13年 版 大 阪商科大 学経済研 究会

○ 同学経済研 究所刊 「経済学雑 誌」に掲載 の'内 外文献 月報'【54】 の1ヶ 年

分 をまとめた もの。昭和14年 版 は現大阪市経済研究所 にホチキスで綴 じ ら

れた ものだ けが所蔵 されてお り、おそ らく市販 され た ことはなかった もの

と思われ る。

亜細亜 ・東南亜細亜

【60】南 方 関 係 、雑 誌 論 題 「内外 経 済 概 観 」(月 報)第130号(昭17・2)一 野

村 合 名会 社 調 査 部

○ 分 類 項 目:政 治 ・軍 事 、外 交 法 律 、経 済 、 民 族 社 会 、科 学 文 化 、地 域 区 分

(南 方 一 般 、仏 印、 タ イ 、 フ ィ リ ピン、苗 印 、 マ レー シ ア、 イ ン ド、 オ ー ス

トラ リア及 ニ ュ ー ジー ラ ン ド)、 其 他

【61】雑誌新 聞経済記事 索引 「奉天省経済季報」1巻1号(康 徳8年6月[1941])一

奉天商工会資料室

○ 「索 引」 は3巻2号 以下 の掲載 をやめる。邦文 のみ。

○ 分類項 目:経 済 一般 、交通運 輸、金融 ・財 政 ・保 険、商業一般、工業一般 、

中小商工 問題 、貿易関税 、農 ・鉱 ・畜産業、法律 ・政 治 ・外交、社会 ・労

働 ・移民 ・人 口、商工機 関、支那経済資料、配給統 制物価 、其他

経営 学 ・会計学

【62】経 営学文献 「経営 と経済」1巻1号(昭6・1)一 京都経 営学会

【63】商学文献解題 「高 岡高等 商業学校研究論集」(季 刊)5巻3号(昭8・4)

-7巻3号(昭10・3)高 岡高等商業学校研究会

05巻3号 の昭和7年 度 につ いて の 「文献解題」以後、6巻3号 、7巻3号 と、それ

ぞれ前年度 の文 献 につ いて解題 をおおkな う。7巻3号 の昭和9年 度以後 は、

会計学 、経営学 、交通な どに分割 してお こなわれ るよ うにな った。 これ ら

につ いて はそれぞれ の ところを参照。

【64】最近会計文献 「会計」(月 刊)31巻1号(昭7・7) 日本会計学会
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○邦 ・欧文 併記

○分類項 目:会 計学 一般、減価償却 、評価 、予算 、経 営 ・会 計 ・原価 計算 、

貸借対 照表、損益 計算書、簿記及帳簿組 織、銀行会 計、工業会計、信託会

計、監査 、計理士 、会 計法規 、税 務、雑。

【65】会計学 文献解 題 「高 岡高等商業学校 研究 論集」(季 刊)9巻1・2号(昭

和11・6)-16巻3号(昭18・12)高 岡高等商 業学校研究会

09巻1・2号 以降、10巻2号 、14巻2号 、15巻3号 、16巻3号 に前年度 の関係文献

を掲げる。主要文献(図 書 ・論文)に つ いて は数行の解題 を付す。

○分類項 目:簿 記 、会 計学、統制的会計、原価 計算、監査論、時局 問題

経済史

【66】最近 の経済史学 界 「経済史研究」(月 報)第26号(昭6・12)一 日本

経済史研 究所

○邦文之部、欧文之 部か らな る。1年 の累積版 は 【67】を参照 の こと。

○分類項 目:史 学理論 、史料 ・辞典 、通載 、人 口 ・聚落、移殖民 、原始産 業、

土地制度 、工 業、貿易 、企業組織 ・組合制度 、交通 ・金融、財政 、社会 組

織 、社会 問題 、天災及¥救 済制度 、経済思想 、社会思想、 出に、政治 ・対

外 関係法制 、歴 史一般、其他

【67】経済史年鑑(経 済史研究特別号)日 本 経済史研究所

○ 【66】の各巻最終号 が1年 の累積 版 とな る。分類 、収録対象誌 は 【66】を参

照。

【68】社会経済史学文献 目録 「社会経済史 学」2巻4号(昭7・7)-8巻1号(昭13・

4)

○第6巻 まで は欧文文献 も対象 と した。図書 ・雑誌論文 を併載。図書 につ いて

は簡単な解題 を付す。

○分類項 目:経 済史 ・社会史 、法制史 、政治 ・外交 史、思想史[社 会 ・経済 ・

政治]、 一般史 学及参考諸科学

【69】経 済 史 関係 文 献 解 題 「高 岡高 等 商 業 学 校 研 究 論 集 」(季 刊)7巻1号(昭9・

7)-16巻3号(昭18・12)高 岡高 等 商 業 学 校 研 究 会

07巻1号 以 後 、7巻3号 、9巻1・2号 、10巻1号 、11巻1号 、12巻1号 、13巻1号 、

14巻2号 、15巻3号 、16巻3号 に 、そ れ ぞ れ 前年 にお け る経 済 史 関係 の主 要 図

書 ・論 文 につ いて 解 題 を付 す 。 また 文 献 解 題 の後 に 各 年度 の研 究 動 向 に つ

い て概 観 が 述 べ られ て い る 。
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○分類項 目:経 済史一般 、 日本経済史(朝 鮮 を除 く)[文 献 ・資料 ・総説等、

原始産 業及農村 関係、工業関係、商業関係]、 東洋経 済史(日 本 を除 く)[鱒

浦経済史 、支那経済史、印度其他経済史]、 西洋経済 史[総 説、古 代経済史、

中世経 済史、近世経済史]、 概観

人 口 ・植 民

【70}邦文 人 口問題 関係文献 「人 口問題研究」(月 刊)1巻1号(昭15・4)一 厚

生省 人 口問題研究所

○"外 国雑 誌人 口問題文献"を 併載。

○文類項 目:人 口理論 ・人 口問題 、人種 ・民族関係、産業 ・職業労働 関係、

食糧 ・生活関係 、国土 計画 関係 、社会衛 生関係、移 植民 関係 、資源 関係、

統 計関係、雑

【71】拓殖関係文献 目録 「拓殖論叢」(月 報)3巻1号(昭16)-4巻4号(昭18・7)

日本拓殖 協会

○邦文 の部、欧文 の部か らな る。 図書、雑誌記事 を併載

○分類項 目:植 民政策、政治法律、経済 、移 植民 ・開拓、人 口、民族 、社会、

衛 生、教 育、文化 、動植物、各国事情、拓殖史[巻 号 によ り変更 あ り]

生命保険

【72】主要新聞雑誌生命保険関係題目 「生命保険会社協会会報」(季 刊)24巻3

号(昭10・9)一 生命保険会社協会

○保険専門誌意外の所蔵雑誌に掲載された生命保険関係の文献 を掲げる。

2-5社 会 ・社 会 問題

社会学

【73】社会学文献 解題 「高岡高等 商業学校研究論集 」6巻1号(昭 和8・7)-9巻1・

2号(昭ll・6)高 岡高等商業学校研 究会

○昭和7年 度(6巻1号)、 同8年 度(6巻3号)、 同9年 度(8巻1号)、 同10年 度(9

巻1・2号)に 掲載 。社会学 の他 に、商 学、経済史、経済学な どの解 題が あ

る。

社会問題 ・労働問題

【74】研 究 抄 録 「労 働 科 学 」(月 刊)1巻1号(大13・6)一 日本 労 働 科 学研 究

所
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○ 農 業 労 働"社 会 政 策"等 の社 会 科 学 の範 囲 の文 献 も収 録

○ 誌 名 変 更

「労 働 科 学 研 究 」:1巻1号 一16巻11号(大13・6一 昭14・12)

「産 業 医学 」:17巻1号 一17巻9号(昭15・1一 昭15・9)

「労 働 科 学 」:17巻10号(昭15・10)一

【75】経済、社会政策、労働衛 生、社会衛 生 に関す る諸 論文 「労働科学 年鑑(労

働科学研究所報告)」 大 正14年 版 一

〇元 「日本社会衛生年鑑」、昭和16年 版 よ り現書名 とな る。昭和17年 版 によれ

ば 「年鑑」の全6章 の うち、文献 目録 が、第3章:経 済 及社会 政策 に関す る

諸文献、第4章:労 働衛 生 に関す る諸文献、第5章:社 会衛 生 に関す る諸文

献 、以上3章 で ある6

【76】産業労働 関係論述一 覧、産業 労働関係新刊書i籍 「世 界の労働」3巻2号(大

15)一

【77】参考 文献 「保 険調査 彙報」(月 刊)保 険院総務局企 画課

○社会保険、生命保険 に関す る文献(和 、欧)の 図書 ・雑誌 をかか げるが、

掲載件数 は少ない。

【78】社会問題関係図書並 に論文 目録 「日本 労働年鑑 」大 正9年 一昭和8年 大原

社会 問題研究所

○創刊(大9)当 初 は図書 目録 のみ。

昭和8年 以後の刊行物 は 「月刊大原社会 問題研 究所雑誌 」(創 刊 昭9・7)に

掲 げ られ ることになった。

○分類項 目:労 働問題一般 、労働組 合及労働争議、無 産政党 、農村 問題、社

会法政及国際労働会議 、婦 人問題及少年労働 、社会 事業 、雑

【79】社会事業参考資料 「日本社 会事業年鑑」大正11年 版 一同15年 版 大原社会

問題研究所

○"著 書"、"雑 誌"、"官 公庁 其 の他 の調査 資料"の3部 か らなる。なお、昭和

2年以 降は"労 働年鑑""雑 誌掲載社会 問題関係記事索 引"に 併合

○ 分類 項 目:一 般社会事 業 、貧困 問題 、セ ッツル メン ト、方面委 員、児童保

護 、社会 教育 、住宅 問題 、職業紹介 、地方改善、社会衛 生及救 療事業、矯

風事業、犯罪、社会保 険 、其他

【80】社会 問題文献抄録 「労働 年鑑」昭和13年 版 一同15年 版 協 調会

○巻末 に附録 として掲載 。ただ し昭和16年 版(昭 和15・1～12)は"労 働年鑑"

が 附録 を廃 したため 、別 に小冊子(63p)を 付す 。
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【81】社会 事業関係文献 「日本社会 事業年鑑 」昭和9年 版 一 中央社会事業協 会

社会事 業研究 所

○社会 事業一般、生活保護事 業、軍人援護 事業、保険医療保護事業 、母性 、

児 童保護事業、労働保護事業 、社会教化事業、 司法保護事業 、そ の他

【82】同和 問題文献 「同和事業年鑑」 同和奉公会

【83】社会 問題 関係 主要雑誌 記事 目録 「月刊 大原社会 問題研 究所雑誌 」1巻1

号(昭9・7)-3巻8号(昭11・8)大 原社会 問題研究所 図書室

○ 昭和7年 分 まで 「日本労働年鑑」 に掲 げて いた もの

○ 分類項 目:米 穀 問題 、賠償 問題、貿易、ブ ロック経済 、中小商工業者 問題、

ファッシズム 、婦人問題 及婦人運動、軍縮 門痔亜、イ ンフ レーシ ョン、貨

幣、関税 、経済会議 、国際労働 問題、国際共産党運動 、国際赤色労働 組合

運 動、恐慌 、レーニ ン及 レーニ ン主義、マル クス、エ ンゲルス、労働立法、

戦争、社会事業 、社 会運動、支那 、ソヴェー ト、消費組合運動 、ソ ヴェー

ト同盟 、帝 国主義 及反帝 闘争

【84】社会事業研究所図書月報 「厚生問題」(月刊)中 央社会事業協会社会事

業研究所

○分類項 目:社 会事業一般、社会事業理論 ・一般社会病理学、社会事業史伝

及史資料、救護事業付罹災救助、軍事援護事業、児童保護付児童学、医療

保護、経済保護、職業保護、社会教化事業付国民精神総動員、司法保護、

農村社会事業、社会調査、生活問題貧困問題、犯罪問題付反在学、農山漁

村問題、都市問題、人口及人種問題、労働及社会法規、社会保険、労働者

及職業教育

教育

【85】教育科学 的研 究資料文献 索 引 「教育」(月 刊)岩 波書店

【86】郷土教育 関係 論文 目録 「郷土教育」(月 刊)郷 土教育聯盟

軍事

【87】資 料 年 報[昭 和16]一 陸 軍 省 主 計課 別 班

○ 前 年 ま で に収 集 され た 図書 、雑 誌 、 資 料 を収 め る。

○ 分 類 項 目:国 防 ・軍 事 、経 済 戦 略 、国 際 経済 ・戦 時 経 済 、経 済 一 般 、資 源 ・

動 力 、 食 糧 、 人 口 ・植 民 、 国富 ・国 民所 得 、工 業 ・鉱 業 、農 林 業 、 商 業 ・
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配 給 、 物 価 、 金 融 、 財 政 ・国 際賃 借 、 貿 易 、 交 通 、 企 業 ・経 営 ・会 計 、社

会 労 働 、政 治 ・外 交 、 法 制 、 自然 科 学 ・技 術 、 思 想 文 化 、 重 要 経 済 統 計 目

録

3工 業

【88】全 日本主要工学 工業文献一 覧 「工学 と工業」(月 報)日 本工学 会

○分類項 目:工 学 強業一般及資源 、物 理学、応用 力学等 々

【89】雑誌新 聞重要記事索 引 「満 業資料彙報 」(月 報)康 徳6年(1939)8月 一

満州重工業 開発株 式会社

○雑誌之部(欧 文 記事 も併載)、 新 聞之部か らな る。

○分類項 目:総 記、経済 一般、企 業、経営 ・会計、農業 ・林業 ・水 産業 ・鉱

業 、工業 、貿易、交通 、金融 ・通貨 ・保 健、財政、政治 ・外交 、法政、人

口 ・食 糧 ・移 植民 、社 会労働、地理 ・歴 史、満業並関係会社 、 自然科学 ・

理化学

【90】文献紹介 「満州 電業株式会社調査資料 」(不 定期)1巻2号(康 徳6年[1939]

6月)一

〇調査課刊行 の 「実務資料 月報」 を継承す る。

○電気 を主 に政治、経済 、農業 関係 も含む。

○分類項 目:電 気一般 、電 力行政 、電気 供給事 、満蒙外交 、国際 ・移植民、

満蒙経済 一般、満蒙 金融 ・交換、満蒙社会 一般 、満蒙産 業一般、満蒙農業 、

満蒙工業、満蒙鉱業 、満蒙貿 易 ・税関 、支那 一般、支那外交 ・国際 ・植民 、

支那経 済一般、支那 金融 ・交換 、支那 工業一般 、支那商業 、 ソ連関係、経

済一般 、経済政策 、交換 ・金融 、財 政彙版、産業一般 、工業 一般、化学工

業、燃料 工業、鉱業 、商業

【91】鉄道 関係雑誌 記事 目録 昭和10～12年

鉄道 図書館 昭和13212p

【92】電気 関係文献 索 引 ・「大 日本電気 会誌」(月 報)大 日本電気 会

○邦 ・欧文併載

○分類項 目:電 気事業 一般、法令 、生産 、経理、労働 、大東 亜共栄 圏各 国、

鉄鋼 、軽金属[後 略]

【93】新 着資料重要記事索 引 「昭和製鋼所 調査月報」1巻1号(康 徳6年[1939]

ll月)-3巻9号(康 徳8年9月)同 総務部企画課
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Ol巻1号 よ り2巻3号 まで は和文 のみ、2巻4号 よ り同8号(1940)ま で は、和 、

欧文併 載、以後 、邦文文献 につ いて は 「社報」(週 刊)に も掲載 している理

由で 、欧文文献 のみ となった。

【94】文献抄 録 「燃料協会誌 」 燃料協会

【95】紡聯 図書 月報(繊 維産業文献)「 大 日本紡績聯合会 月報」 大 日本紡績 連

合会

○"図 書 月報"と なっているが、内容 は"雑 誌記事索 引"。

【96】文献要 覧 「繊維工業会誌」(月 報)繊 維工業学会

○分類項 目:原 料 、紡績 、製糸 、製織 、[略]

4産 業

農業 ・園芸

【97】農業 関係文 献 「農業」(月 報)No.704(昭14・7)一 大 日本農会

○分類項 目:土 壌 、肥 料、病虫害及薬剤 、食用作物 、特用作物 、果 樹、銃薬 、

畜産

【98】農政資料 「帝 国農会報」(月 報)16巻15号(大15・2)一 帝国農会調査

部

○分類項 目:農 業政策 、農業経済 、農業経営 、農 業技術、主要 食糧、其他農

産 物、農業 人 口、農業労働土地生産手段、農業団体 、外地 円域 、農業事情 、

諸外国農業事情 、調査統計年表、雑

【99】最近 の洋雑誌 論文抄録 「農業経済研究」5巻1号(昭4・4)一 農業経済

学会

05巻1号 ～15巻 まで は"最 近 の論文及著書"と 題 し、邦 ・欧 の著書 ・論文記

事 を併載 して いたが、16巻1号(昭15・3)よ り名称 を現名称 に変 更する と

ともに、数篇 の欧文論文 の抄録 のみ を掲げる こととな った。

【100】農業研 究 「農業研究」(月 報)農 業 図書刊行会

○ ほぼ全 篇が抄録(500字 前後)か らな る

○分類項 目:作 物 、園芸、土壌肥 料、生物化 学、病理 、昆 虫、畜産獣 医、蚕

業 、林業 、農業工学 、農産製造 、農政経済、農業教育 、時報、彙報

【101】満州農業文献 目録 「満州農学会誌」(不 定期)満 州農学会
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○邦 ・欧文、図書、雑 誌論文 を併載 。800字 前後 の抄 録 を付す

○分類項 目:農 業史、農業事情 、農畜産経済 、開拓、土壌 ・肥料 、農産化 学、

農業気象、作物、病 虫害 、畜産 、飼料 、牧野 、獣疫 、蚕業 、林業

【102】最近 の文献 「農 業 と経済」(月 刊)1巻1号(昭9・4)一 農業 と経済社

○分類項 目:農 業経済 、農業政策 、農業経営 、農業生産 、農 業団体 、蚕糸経

済、林業経済、農史、東 亜 問題 、雑

【103】食糧経済文献 目録 「食 糧経済 」(月 報)日 本米 国協会

○雑誌記事お よび 図書 を併 載

○分類項 目:生 産 、管理 、配給 、利用、厚生

【104】雑誌 主要記事索 引 「朝鮮 金融組合聯 合会調査彙報」 第1号(昭14・1)-

58号(昭 和19・11)同 会

01～6号(昭14)は 「一般経済 関係」、 「協 同組合 関係」 に区分 、7号(昭15・

1)～20号(昭16・9)は 「一般経 済関係」、 「農業及農 村経済 関係 」、 「協 同

組合関係」の3本 立て とな った。 しか し21号(昭16・10)か らは 「協同組合

関係雑誌記事索 引」1本 とな り58号 まで継続 。

○分類項 目:

「一般経済 関係」経済 一般 、在 世 、金融 、貿易、水産業 、工業、鉱業、商

業 、交通運輸、そ の他

「農業及農村経済 関係」米穀 及食糧 、土地 及農業、林業 、農村振興、小作

慣行 、移植 民、そ の他

「協 同組合 関係」概 論、信用 組合(金 融合作 社、金融会)、 購買組合(消 費

組合)、 販売組合 、利用組 合(医 療 組合)、 農事実行組合(殖 産契)、 組合史 、

法規 、経営 ・実務 、農 業倉庫 、漁 業組合、商業組合 、工業組合

【105】"最近 の文献"、"資 料 及抄録"「 教育農芸」(月 刊)教 育農芸聯盟

○ 分類項 目:作 物 ・園芸、畜産 、養 蚕、土壌及肥料 、農 業経済

蚕糸

【106】日本蚕糸総覧1巻1号(昭5)一 上田蚕糸専門学校 同窓会 内蚕糸 科学

研 究会

林業

【107】 新 刊 雑 誌 重 要 記 事 「大 日本 山林 会 」 第326?-487号(明 治43一 大 正12)
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株式取引所

【108】取 引所 関係 記事 目録 「名古屋株 式取 引所調査時報」 同取 引所調査課

○ 「新 聞之部 」、 「雑誌 之部」よ りなる。 【109】よ り掲載対象誌は、 はるか に

す くな い。

【109】取 引所 関係記事 目録 「東京株式取 引所調査彙報」 同取 引所調査課

○ 「新 聞之 部」、 「雑誌 之部」か らな る。

貿易

【llO】雑誌記事 索 引 第1号(昭17)一 日本貿易振興協会 日本 貿易研究所 資

料課

○主題 別 の分 類 によ り区分 した第1部 と、地域別 に分類 区分 した第2部 か らな

る。謄写刷 。

○分類項 目:貿 易一般、貿易事情 ・貿 易統 計、産業 ・資源一般 ・技 術 、産 業 ・

資源事情 、農 ・林 ・畜 ・水産業、食糧 問題 、工業一般 、工業事 情 、工業史 、

重工業 及商品 、化学 工業及商品、繊維 工業及商 品、食料品工業及商 品、雑

品工業 及商品 、鉱 業一般、商業 ・配給 ・商品一般、企業 ・営 団 ・経 営、貨

幣 ・銀 行 ・金融 ・為替、市場 ・取 引所、保険 ・倉庫 ・計理、交通 、経済一

般 ・経 済史、統 計学 ・経済統 計、経済政策 ・経済統制 ・国土計画 、東亜経

済 ・広域 経済 ・世界経済、経済事情 ・経済地理、財政 ・物価 ・景気 、人 口 ・

民族 ・移植 民、社会 ・労働 ・厚生、法律 、政治 ・国防 ・外交 、地理 ・各 国

地誌 及紀行 、歴 史 ・人名録 ・伝記 、其他 自然科学 ・精神科学

【111】支那 貿易調査資料索 引 「支那貿易通報」第4～39号(大ll-14)?大

阪誌訳書産 業部調査課

【112】東 洋貿 易研究 資料月報 「東洋貿易研 究」(半 月刊)大 阪市経 済局東亜

課

○毎 月最終 号 に掲載 、当初 の題名 は 「重要記事索 引」

○分類項 目:一 般 問題、大東亜一般 、 日本、満州 、支那、南洋一般 、仏 領 印

度支那 、泰 、マ ライ、ビルマ、比律賓、東 印度 、ニューギニ ア、濠 州、ニ ュー

ジー ラン ド、 ク リスマス島、 ビス マル ク群 島、其他諸 国

交通

【ll3】 交 通 文 献 解 題 「高 岡高 等 商 業 学 校 研 究 論 集 」9巻1・2号(昭11・6)-14

巻3号(昭16・11)高 岡高 等 商業 学校 研 究 会

105



09巻1・2号(昭 和10年 度)、10巻2号(同ll年 度)、11巻1号(同12年 度)、12

巻2号(同13年 度)、13巻1号(同14年 度)、14巻3号(同15年 度)に わた って

掲載

5歴 史 ・地理

【ll4】文科諸雑誌索 引 一歴 史及歴 史地理之部 一1-7「 国学 院雑誌」16巻3号(明

43・3)-16巻9号(明43・9)大 川茂雄、竹村五百枝編

○ 明治38年 まで に刊 行 された歴史 、地理 、文 学、美術 、風 俗、道徳 、宗教、

考古学 な どの雑誌 を対 象 と して収集 した ものの うち、歴 史、歴史地理の部

をまとめた もの。

【115】歴史 関係論文要 目 「歴史 公論」昭和7年 一

【ll6】

【ll7】新着雑誌 論文 要 目 「史学雑誌」(月 報)第7編4号(明29)一 歴史学研

究会

○雑誌別に列挙。 当初 は"西 洋新刊雑誌要 目"と あ り、掲載 は不定期。

【118】雑誌論文要 目 「歴 史」(月 報)昭 和12・5月 号 一同12・10月5号 歴史文化

研 究会

【ll9】論文一覧 「歴史 地理」(月 報)1巻2号(明3・11)一 日本歴史地理学

会

○雑誌別 に列挙 。 当初 は"歴 史地理界 の昨今"と 称 し、不定期 に掲載。

【120】 趣 要 目 「歴 史 学 研 究 」(月 報)1巻1号(昭8'11)-120号(昭3'4)

【121】東洋史研 究文献類 目(年 刊)昭 和10年 度 一 東方文化研究所(京 都大

学人文研 究所)

○ 日本支那之部、欧米之 部か らな る。

○分類項 目:一 般史 、歴史地 理、社会史 、経済史、政治史、法 政史 、宗 教史 、

学術思想史付教育 、科学史 、文学史付音楽 、美術 史、考古学 、古文 書学 、

民族学、言語 ・文字学 、書誌学等

【122】近刊叢欄 「東洋史研 究」1巻1号(昭10・10)一 東洋史研究会

○邦文 、中国語 を併載
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【123】国史学会 昭和4年 一 筑波研究部

○国書 ・論文併記

○分類 項 目:一 般史、宮廷及神祇 、政治及法制 、社 会及経済 、思想及宗教 、

学 問及教育、言語及文学 、芸術 、歴史、地理及 地方史、対外 関係、伝記 ・

書誌 及史料 、考古 学 ・民族学

【124】雑 誌所載参考 論文一覧 「明治 文化 」(月 報)

明治文化研 究会1巻11・12号(大15)一

評論社刊

○論 題名、執筆者名、誌名 を月別 に列挙 。

【125】抄録 「地理学評論」(月 報)日 本地理学会

明治文化研究会編、日本
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